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一　

序
説

1　

平
成
一
六
年
に
行
政
事
件
訴
訟
法
（
昭
和
三
七
年
五
月
一
六
日
法
律
一
三
九
号
）
が
大
幅
に
改
正
さ
れ
て
か
ら
（
1
）（

以
下
、
こ
の
改
正
を
「
平

成
一
六
年
改
正
」
と
い
う
。）、
間
も
な
く
一
五
年
が
経
過
す
る
。
平
成
一
六
年
改
正
は
、「
司
法
の
行
政
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
強

化
す
る
方
向
で
行
政
訴
訟
制
度
を
見
直
す
こ
と
は
不
可
欠
で
あ
る
」
と
い
う
司
法
制
度
改
革
審
議
会
の
指
摘
（
2
）

を
踏
ま
え
て
多
角
的
に
進

め
ら
れ
た
。

行
政
計
画
に
関
し
て
は
、
行
政
計
画
の
違
法
等
の
確
認
訴
訟
が
、
従
来
の
実
務
で
現
実
に
ほ
と
ん
ど
活
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と

を
重
視
し
（
3
）

、「
行
政
の
活
動
・
作
用
の
複
雑
多
様
化
に
対
応
し
、
国
民
の
権
利
利
益
の
実
効
的
な
救
済
を
図
る
観
点
か
ら
は
、
確
認
訴

訟
を
活
用
す
る
こ
と
が
有
益
か
つ
重
要
で
あ
る
」
と
い
う
検
討
結
果
が
、
平
成
一
六
年
改
正
に
あ
た
っ
て
示
さ
れ
た
（
4
）

。
行
政
計
画
の
司

法
審
査
に
つ
い
て
は
、「
差
止
訴
訟
や
当
事
者
訴
訟
と
し
て
明
示
さ
れ
た
確
認
訴
訟
の
活
用
な
ど
を
含
め
、
個
別
の
行
政
計
画
の
特
色

や
紛
争
の
実
情
等
に
即
し
た
司
法
審
査
に
つ
い
て
の
改
正
後
の
行
政
事
件
訴
訟
法
の
下
で
の
事
例
の
集
積
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
適
切

な
司
法
審
査
の
在
り
方
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
指
摘
が
あ
り
（
5
）

、
特
に
都
市
計
画
と
の
関
連
で
は
、
土
地
政
策
と
し
て
の
特

性
と
の
調
和
に
留
意
し
た
上
で
、
確
認
訴
訟
の
利
用
が
有
用
で
あ
る
と
い
う
分
析
も
示
さ
れ
た
（
6
）

。

平
成
一
六
年
改
正
後
に
示
さ
れ
た
最
高
裁
判
所
の
判
断
の
う
ち
、
行
政
計
画
に
関
し
て
主
だ
っ
た
も
の
を
見
て
い
く
と
、
土
地
区
画

整
理
事
業
計
画
決
定
に
処
分
性
を
肯
定
し
た
平
成
二
〇
年
の
最
高
裁
判
所
の
判
断
が
嚆
矢
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
（
最
大
判
平
成
二
〇
年

九
月
一
〇
日
民
集
六
二
巻
八
号
二
〇
二
九
頁
。
以
下
「
平
成
二
〇
年
最
判
」
と
い
う
。）。
従
来
批
判
の
多
か
っ
た
昭
和
四
一
年
の
い
わ
ゆ
る
青

写
真
判
判
決
（
最
大
判
昭
和
四
一
年
二
月
二
三
日
民
集
二
〇
巻
二
号
二
七
一
頁
）
を
変
更
し
た
意
義
の
大
き
さ
か
ら
、
平
成
二
〇
年
最
判
を

（
五
一
四
）
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巡
っ
て
様
々
な
分
析
が
展
開
さ
れ
た
（
7
）

。

2　

そ
の
一
方
で
、
平
成
二
〇
年
最
判
の
後
、
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
に
関
す
る
地
区
計
画
変
更
決
定
及
び
都
市
計
画
決
定
の
処
分

性
を
否
定
す
る
判
断
が
下
級
審
で
示
さ
れ
、
確
定
し
た
（
東
京
地
判
平
成
二
〇
年
一
二
月
一
九
日
判
タ
一
二
九
六
号
一
五
五
頁
。
控
訴
な
く
確

定
。
以
下
「
平
成
二
〇
年
地
判
」
と
い
う
。）。
ま
た
、
こ
の
平
成
二
〇
年
地
判
で
は
、
実
質
的
当
事
者
訴
訟
の
確
認
の
利
益
も
否
定
さ
れ

た
。
都
市
計
画
に
関
す
る
取
消
訴
訟
の
処
分
性
拡
大
及
び
確
認
訴
訟
の
活
用
と
い
う
期
待
と
の
関
連
で
注
意
と
検
討
を
要
す
る
判
示
で

あ
る
。

ま
た
、
行
政
計
画
の
違
法
性
に
関
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
小
田
急
高
架
訴
訟
の
実
体
判
断
（
最
判
平
成
一
八
年
一
一
月
二
日
民
集
六
〇
巻
九

号
三
二
四
九
頁
（
8
）

。
以
下
「
平
成
一
八
年
最
判
」
と
い
う
。）
で
都
市
計
画
の
変
更
決
定
に
つ
い
て
違
法
性
が
否
定
さ
れ
（
9
）

、
平
成
二
〇
年
最
判

の
差
戻
後
の
本
案
判
決
で
も
、
裁
量
権
の
逸
脱
・
濫
用
は
な
く
手
続
的
違
法
も
な
い
と
し
て
請
求
が
棄
却
さ
れ
た
（
静
岡
地
判
平
成
二
三

年
二
月
二
五
日
判
自
三
四
八
号
七
三
頁
（
10
）

。
以
下
「
平
成
二
三
年
地
判
」
と
い
う
。）。
こ
の
よ
う
な
経
過
か
ら
、
行
政
計
画
の
違
法
性
判
断
に
際

し
て
、
裁
判
所
が
行
政
庁
の
広
い
裁
量
を
認
め
る
潮
流
が
見
て
取
れ
る
。

現
代
行
政
に
お
け
る
計
画
の
重
要
性
か
ら
み
て
、
行
政
計
画
に
対
す
る
司
法
審
査
の
あ
り
方
を
一
層
精
緻
に
検
証
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
、
平
成
二
〇
年
地
判
を
題
材
の
一
つ
に
据
え
て
司
法
審
査
の
限
界
点
を
見
極
め
た
上
で
、
行
政
計

画
の
法
的
性
質
や
今
後
の
制
度
設
計
を
視
野
に
含
め
て
検
討
を
行
う
。

（
五
一
五
）
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二　

行
政
計
画
の
法
的
性
質
と
都
市
計
画
の
位
置
づ
け

1　

行
政
計
画
の
概
要

平
成
三
〇
年
一
月
一
日
ま
で
に
公
布
さ
れ
た
法
律
の
う
ち
同
日
現
在
で
効
力
を
有
す
る
も
の
は
、
二
二
四
三
件
に
の
ぼ
る
（
11
）

。
行
政
計
画

に
関
す
る
規
定
を
持
つ
法
律
の
数
に
つ
い
て
み
る
と
、
昭
和
四
六
年
時
点
で
一
〇
八
件
で
あ
っ
た
も
の
が
（
12
）

、
平
成
一
三
年
末
時
点
で
は

三
一
四
件
に
増
加
し
（
13
）

、
平
成
二
五
年
末
に
は
四
二
八
件
を
数
え
（
14
）

、
約
五
〇
年
間
で
四
倍
近
く
増
加
し
て
い
る
。

国
の
行
政
組
織
の
う
ち
一
一
の
各
省
（
国
家
行
政
組
織
法
三
条
一
項
、
二
項
、
及
び
別
表
第
一
）
に
絞
っ
て
通
覧
し
て
も
、
各
省
は
、
そ
の

所
掌
事
務
に
対
応
し
て
多
様
な
計
画
を
制
定
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
総
務
省
は
、
平
成
二
九
年
四
月
一
二
日
、「
平
成
二
九
年
度
総
務
省

行
政
事
業
レ
ビ
ュ
ー
行
動
計
画
」
を
策
定
し
、
各
府
省
が
、「
自
律
的
に
、
概
算
要
求
前
の
段
階
に
お
い
て
、
原
則
全
て
の
事
業
に
つ
い

て
、
予
算
が
最
終
的
に
ど
こ
に
渡
り
（
支
出
先
）、
何
に
使
わ
れ
た
の
か
（
使
途
）
と
い
っ
た
実
態
を
把
握
し
、
こ
れ
を
国
民
に
明
ら
か
に

し
た
上
で
、
外
部
の
視
点
も
活
用
し
な
が
ら
、
過
程
を
公
開
し
つ
つ
事
業
の
内
容
や
効
果
の
点
検
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
予
算
の
概
算
要

求
や
執
行
等
に
反
映
さ
せ
る
」
た
め
、
大
臣
官
房
長
を
統
括
責
任
者
と
す
る
レ
ビ
ュ
ー
推
進
チ
ー
ム
が
、
事
業
や
基
金
等
を
点
検
す
る
も

の
と
し
て
い
る
（
15
）

。
そ
の
他
の
例
と
し
て
は
、
農
林
水
産
省
は
、
食
品
の
安
全
性
に
関
す
る
リ
ス
ク
管
理
を
推
進
す
る
た
め
、
措
置
を
講
ず

る
必
要
性
及
び
そ
の
具
体
的
内
容
を
検
討
し
、
既
存
の
管
理
措
置
の
妥
当
性
を
検
証
す
る
際
に
不
可
欠
な
デ
ー
タ
を
得
る
た
め
、「
平
成

二
九
年
度　
食
品
の
安
全
性
に
関
す
る
有
害
化
学
物
質
及
び
有
害
微
生
物
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
年
次
計
画
」
を
策
定
し

て
い
る
（
16
）

。

こ
の
よ
う
に
、
各
省
、
内
閣
府
及
び
各
庁
等
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
担
当
し
て
い
る
行
政
事
務
を
遂
行
す
る
目
的
で
、
必
要
に
応
じ
て
計
画

（
五
一
六
）
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一
四
九

を
策
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
方
公
共
団
体
も
行
政
計
画
を
策
定
し
て
各
種
の
行
政
事
務
を
行
っ
て
お
り
、
行
政
活
動
に
お
け
る
計
画
の

重
要
性
が
、
近
時
ま
す
ま
す
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
る
（
17
）

。

2　

行
政
計
画
の
淵
源

第
二
次
世
界
大
戦
前
に
遡
る
と
、
行
政
計
画
に
関
す
る
代
表
的
な
法
典
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
大
正
八
年
に
制
定
さ
れ
た
都
市
計

画
法
（
大
正
八
年
四
月
五
日
法
律
三
六
号
。
現
行
の
都
市
計
画
法
〔
昭
和
四
三
年
六
月
一
五
日
法
律
一
〇
〇
号
〕
附
則
二
の
1
に
よ
り
廃
止
さ
れ
た
。
以

下
、「
旧
都
市
計
画
法
」
と
い
う
。）
で
あ
る
（
18
）

。
旧
都
市
計
画
法
は
、「
交
通
、
衛
生
、
保
安
、
防
空
、
経
済
等
ニ
関
シ
永
久
ニ
公
共
ノ
安
寧
ヲ

維
持
シ
又
ハ
福
利
ヲ
増
進
ス
ル
為
ノ
重
要
施
設
ノ
計
画
ニ
シ
テ
市
若
ハ
主
務
大
臣
ノ
指
定
ス
ル
町
村
ノ
区
域
内
ニ
於
テ
又
ハ
其
ノ
区
域
外

ニ
亙
リ
施
行
ス
ヘ
キ
モ
ノ
」（
一
条
）
を
都
市
計
画
と
し
て
規
定
し
、
主
務
大
臣
が
都
市
計
画
区
域
を
決
定
す
る
も
の
と
定
め
て
い
た
（
二

条
一
項
、
二
項
）。
ま
た
、
内
務
省
及
び
商
工
省
（
当
時
）
が
推
進
し
た
国
土
計
画
は
、「
国
家
の
個
人
に
対
す
る
優
越
、
政
治
の
経
済
に
対

す
る
優
越
の
見
地
に
立
つ
」
と
さ
れ
、
個
別
的
資
本
の
自
由
の
制
限
と
し
て
現
れ
る
都
市
計
画
と
の
対
比
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
（
19
）

。

た
だ
、
戦
前
に
お
い
て
は
、
行
政
計
画
の
理
論
的
な
位
置
づ
け
に
関
す
る
分
析
は
具
体
的
で
は
な
く
、
例
え
ば
美
濃
部
達
吉
博
士
の
体

系
書
（
20
）

や
田
上
穣
治
博
士
の
学
術
書
（
21
）

に
は
、
行
政
計
画
に
関
す
る
詳
述
は
ま
だ
な
か
っ
た
。

3　

戦
後
の
行
政
計
画
の
活
用
と
都
市
計
画

⑴　

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
復
興
を
進
め
て
い
く
に
あ
た
り
、
国
土
総
合
開
発
法
（
昭
和
二
五
年
五
月
二
六
日
法
律
二
〇
五
号
。
現
在
の
名

称
は
「
国
土
形
成
計
画
法
」
で
あ
る
。）
に
基
づ
く
全
国
総
合
開
発
計
画
に
従
っ
て
、
新
産
業
都
市
建
設
促
進
法
（
昭
和
三
七
年
五
月
一
〇
日
法

律
一
一
七
号
）
や
工
業
整
備
特
別
地
域
整
備
促
進
法
（
昭
和
三
九
年
七
月
三
日
法
律
一
四
六
号
）
が
昭
和
三
〇
年
代
に
定
め
ら
れ
た
（
22
）

。
こ
の
よ

う
な
行
政
計
画
を
基
盤
と
し
た
法
律
制
定
と
行
政
目
的
の
実
現
を
踏
ま
え
、「
法
律
に
よ
る
行
政
か
ら
計
画
に
よ
る
行
政
へ
」
と
い
う
実

（
五
一
七
）
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一
五
〇

状
の
指
摘
が
広
が
っ
て
い
っ
た
（
23
）

。
行
政
計
画
を
巡
る
戦
後
の
経
過
を
受
け
て
、
行
政
の
特
質
の
一
つ
と
し
て
「
行
政
の
計
画
化
」
が
掲
げ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
昭
和
五
〇
年
代
頃
で
あ
り
（
24
）

、
行
政
法
の
教
科
書
や
文
献
に
お
い
て
、
行
政
計
画
の
分
析
と
説
明
が
次
第
に
定

着
し
て
い
っ
た
（
25
）

。
そ
の
当
時
か
ら
、
法
律
に
よ
る
行
政
の
原
理
を
基
礎
と
し
て
、
行
政
計
画
の
法
的
統
制
を
い
か
に
行
う
か
の
問
題
を
、

行
政
計
画
の
特
質
を
明
確
に
把
握
し
た
上
で
、
一
方
で
は
特
質
を
没
却
し
な
い
よ
う
に
配
慮
し
な
が
ら
、
他
方
で
国
民
の
権
利
救
済
に
も

十
分
資
す
る
理
論
構
成
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
た
（
26
）

。

⑵　

現
在
、
多
く
の
体
系
書
や
概
説
書
に
お
い
て
、
様
々
な
工
夫
の
も
と
で
行
政
計
画
に
関
す
る
分
析
と
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
（
27
）

。
た

だ
、
一
義
的
に
行
政
計
画
を
定
義
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
（
28
）

。
講
学
上
の
概
念
と
し
て
、「
行
政
権
が
一
定
の
公
の
目
的
の

た
め
に
目
標
を
設
定
し
、
そ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
各
種
の
諸
手
段
を
調
整
・
体
系
化
し
つ
つ
総
合
的
に
提
示
し
た
行
政
活
動
基

準
」
と
説
明
す
る
体
系
書
も
あ
る
が
（
29
）

、
骨
組
み
と
な
る
共
通
の
性
質
や
分
類
を
論
じ
る
の
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
（
30
）

。

行
政
計
画
に
関
す
る
具
体
的
分
析
の
経
過
に
お
い
て
様
々
な
検
証
が
試
み
ら
れ
、
一
応
の
共
通
項
は
ま
と
ま
っ
て
き
て
い
る
（
31
）

。
共
通
項

と
し
て
の
要
素
は
、
大
き
く
分
け
て
目
標
設
定
性
と
手
段
の
総
合
性
で
あ
る
（
32
）

。
一
定
の
目
標
を
行
政
機
関
が
創
造
・
設
定
す
る
こ
と
が
目

標
設
定
性
で
あ
り
、
そ
の
目
標
に
到
達
す
る
た
め
の
諸
々
の
手
段
・
方
策
の
間
の
総
合
的
調
整
を
計
る
こ
と
が
手
段
の
総
合
性
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
る
（
33
）

。

ま
た
、
行
政
計
画
の
特
質
に
着
目
す
る
と
、
そ
の
機
能
面
で
、
総
合
化
機
能
と
公
共
性
担
保
機
能
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
34
）

。
総
合

化
機
能
と
は
、
将
来
に
向
け
て
の
行
政
活
動
の
統
制
と
地
域
間
の
統
合
を
図
る
機
能
を
指
す
。
例
え
ば
、
土
地
利
用
規
制
の
領
域
で
は
、

多
層
的
な
計
画
体
系
が
形
成
さ
れ
て
い
る
（
35
）

。
都
道
府
県
知
事
が
策
定
す
る
土
地
利
用
基
本
計
画
（
国
土
利
用
計
画
法
〔
昭
和
四
九
年
六
月
二
五

日
法
律
九
二
号
〕
九
条
一
項
）
は
、
広
域
上
位
計
画
で
あ
る
全
国
計
画
（
同
法
四
条
、
五
条
各
項
）
と
都
道
府
県
計
画
（
同
法
四
条
、
七
条
各
項
。

（
五
一
八
）



行
政
計
画
の
統
制
に
関
す
る
問
題
点
の
省
察
（
長
谷
川
）

一
五
一

全
国
計
画
と
都
道
府
県
計
画
は
、
国
土
利
用
計
画
に
含
ま
れ
る
。）
を
基
本
と
し
て
い
る
。
更
に
土
地
利
用
基
本
計
画
に
基
づ
い
て
、
都
市
地
域
、

農
業
地
域
、
森
林
地
域
、
自
然
公
園
地
域
、
及
び
自
然
保
全
地
域
（
国
土
利
用
計
画
法
九
条
一
項
、
二
項
一
号
か
ら
五
号
）
に
対
す
る
個
別
法

の
規
制
（
36
）

が
総
合
調
整
さ
れ
る
（
37
）

。
こ
の
よ
う
な
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
の
構
造
に
よ
っ
て
、
合
理
的
で
一
貫
性
の
あ
る
行
政
活
動
の
統
合
化
が
実

現
さ
れ
る
。
ま
た
、
利
害
関
係
が
錯
綜
し
た
現
代
社
会
を
踏
ま
え
、
透
明
性
と
市
民
参
加
を
保
障
し
た
計
画
策
定
手
続
が
、
行
政
活
動
の

公
益
性
及
び
公
共
性
を
担
保
す
る
と
い
う
意
味
で
、
公
共
性
担
保
機
能
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
38
）

。

⑶　

多
様
な
特
質
と
類
型
か
ら
構
成
さ
れ
る
行
政
計
画
の
中
で
、
行
政
活
動
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
の
が
、
都
市
計
画
法
に

基
づ
く
都
市
計
画
で
あ
る
。
都
市
計
画
は
、
都
市
計
画
区
域
（
都
市
計
画
法
五
条
各
項
）
及
び
準
都
市
計
画
区
域
（
都
市
計
画
法
五
条
の
二
各

項
）
に
指
定
さ
れ
た
区
域
に
限
っ
て
定
め
ら
れ
る
。
計
画
の
法
的
効
力
に
着
目
し
た
分
類
で
は
、
都
市
計
画
は
、
拘
束
型
計
画
で
あ
る
と

さ
れ
る
（
39
）

。
た
だ
、
土
地
区
画
整
理
事
業
（
都
市
計
画
法
一
二
条
一
項
一
号
、
土
地
区
画
整
理
法
）
や
市
街
地
再
開
発
事
業
（
都
市
計
画
法
一
二
条

一
項
四
号
、
都
市
再
開
発
法
）
の
よ
う
な
大
規
模
な
都
市
計
画
事
業
の
実
施
を
内
容
と
す
る
事
業
型
計
画
だ
け
で
な
く
、
市
街
化
区
域
・
市

街
化
調
整
区
域
（
都
市
計
画
法
七
条
一
項
、
二
項
、
三
項
）
や
用
途
地
域
を
定
め
る
（
都
市
計
画
法
八
条
、
九
条
）
等
、
区
域
を
指
定
し
て
将
来

に
お
け
る
土
地
利
用
を
規
制
・
誘
導
す
る
土
地
利
用
型
計
画
も
都
市
計
画
に
含
ま
れ
る
。

実
際
に
争
訟
手
続
で
問
題
と
な
っ
た
事
例
の
多
さ
か
ら
、
都
市
計
画
を
素
材
と
し
た
分
析
と
考
察
が
行
政
救
済
の
領
域
で
幅
広
く
展
開

さ
れ
て
い
る
。
次
に
、
都
市
計
画
と
平
成
一
六
年
改
正
を
巡
る
問
題
点
に
関
連
し
て
、
平
成
二
〇
年
地
判
を
は
じ
め
と
し
て
具
体
的
事
例

を
検
証
す
る
。

（
五
一
九
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

一
五
二

三　

具
体
的
事
例
の
検
討

1　

平
成
二
〇
年
地
判
の
事
案
の
概
要
と
判
旨

こ
の
事
件
は
、
東
京
都
の
特
別
区
Ｙ
（
被
告
）
が
行
っ
た
①
地
区
計
画
を
変
更
す
る
決
定
及
び
②
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
に
関
す

る
都
市
計
画
の
決
定
（
以
下
、
場
面
に
応
じ
て
「
本
件
各
決
定
」
と
い
う
。）
に
つ
い
て
、
①
の
決
定
に
係
る
地
区
計
画
の
区
域
内
に
不
動
産

を
所
有
す
る
Ｘ
（
原
告
）
ら
が
、
主
位
的
に
本
件
各
決
定
の
取
消
し
を
、
予
備
的
に
本
件
各
決
定
の
違
法
確
認
を
求
め
て
出
訴
し
た
事
案

で
あ
る
。
裁
判
所
は
、
以
下
の
通
り
判
断
を
示
し
て
、
本
件
各
決
定
の
処
分
性
を
否
定
し
、
実
質
的
当
事
者
訴
訟
の
確
認
の
利
益
を
否
定

し
た
。

⑴　

地
区
計
画
の
変
更
決
定
（
①
）
に
つ
い
て

最
判
平
成
六
年
四
月
二
二
日
集
民
一
七
二
号
四
四
五
頁
（
以
下
「
平
成
六
年
最
判
」
と
い
う
（
40
））

を
引
用
し
て
、
地
区
計
画
は
、「「
建
築
物

の
建
築
形
態
、
公
共
施
設
そ
の
他
の
施
設
の
配
置
等
か
ら
み
て
、
一
体
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
区
域
の
特
性
に
ふ
さ
わ
し
い
態
様
を
備
え
た

良
好
な
環
境
の
各
街
区
を
整
備
し
、
開
発
し
、
及
び
保
全
す
る
た
め
の
計
画
」（
都
市
計
画
法
一
二
条
の
五
第
一
項
柱
書
き
）
で
あ
り
、
同
法

一
二
条
の
四
第
一
項
一
号
の
規
定
に
基
づ
く
地
区
計
画
の
決
定
及
び
同
法
二
一
条
の
規
定
に
基
づ
く
そ
の
変
更
決
定
は
、
区
域
内
の
個
人

の
権
利
義
務
に
対
し
て
具
体
的
な
変
動
を
与
え
る
と
い
う
法
律
上
の
効
果
を
伴
う
も
の
で
は
な
く
、
抗
告
訴
訟
の
対
象
と
な
る
処
分
に
は

当
た
ら
な
い
」
と
判
断
し
た
（
41
）

。

⑵　

第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
に
関
す
る
都
市
計
画
決
定
（
②
）
に
つ
い
て

最
判
昭
和
五
九
年
七
月
一
六
日
判
自
九
号
五
三
巻
（
以
下
「
昭
和
五
九
年
最
判
」
と
い
う
（
42
））

を
引
用
し
て
、「
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業

（
五
二
〇
）



行
政
計
画
の
統
制
に
関
す
る
問
題
点
の
省
察
（
長
谷
川
）

一
五
三

に
関
す
る
都
市
計
画
は
、
市
街
地
開
発
事
業
の
種
類
、
名
称
、
施
行
区
域
、
施
行
区
域
の
面
積
、
公
共
施
設
の
配
置
及
び
規
模
並
び
に
建

築
物
及
び
建
築
敷
地
の
整
備
に
関
す
る
計
画
を
定
め
る
も
の
で
あ
り
（
都
市
計
画
法
一
二
条
二
項
、
都
市
計
画
法
施
行
令
七
条
、
都
市
再
開
発
法

四
条
一
項
）、
都
市
計
画
は
、
総
括
図
、
計
画
図
及
び
計
画
書
に
よ
っ
て
表
示
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
（
都
市
計
画
法
一
四
条
一
項
）
と
こ
ろ
、

同
法
一
二
条
一
項
四
号
の
規
定
に
基
づ
く
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
に
関
す
る
都
市
計
画
の
決
定
は
、
個
人
の
権
利
義
務
に
対
し
て
具

体
的
な
変
動
を
与
え
る
と
い
う
法
律
上
の
効
果
を
伴
う
も
の
で
は
な
く
、
抗
告
訴
訟
の
対
象
と
な
る
処
分
に
は
当
た
ら
な
い
」
と
判
断
し

た
（
43
）

。⑶　

確
認
の
利
益
に
つ
い
て

「
本
件
各
決
定
は
直
ち
に
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
の
手
続
の
現
実
的
か
つ
具
体
的
な
進
行
を
開
始
さ
せ
る
も
の
で
は
な
く
、
本
件

各
決
定
に
よ
っ
て
Ｘ
ら
の
権
利
又
は
法
的
地
位
に
具
体
的
な
変
動
を
与
え
る
と
い
う
法
律
上
の
効
果
が
生
ず
る
も
の
で
は
な
く
、
Ｘ
ら
の

法
的
地
位
に
係
る
不
安
が
現
に
存
在
す
る
と
ま
で
は
い
え
な
い
こ
と
、
ま
た
、
本
件
各
決
定
の
違
法
確
認
を
求
め
る
訴
え
は
、
過
去
の
法

律
関
係
の
確
認
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
て
、
Ｘ
ら
の
現
在
の
権
利
又
は
法
的
地
位
の
確
認
を
求
め
る
訴
え
で
は
な
い
こ
と
な
ど
に
照
ら
す

と
、
本
件
各
決
定
の
違
法
確
認
の
訴
え
に
つ
い
て
は
、
確
認
の
利
益
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
判
示
し
た
（
44
）

。

2　

処
分
性
に
関
す
る
平
成
二
〇
年
地
判
の
問
題
点

⑴　

こ
の
事
件
で
問
題
と
な
っ
た
二
つ
の
行
政
計
画
の
う
ち
、
第
一
は
、
地
区
計
画
の
決
定
（
都
市
計
画
法
一
二
条
の
五
）
で
あ
る
。
都

市
施
設
の
計
画
に
お
い
て
、
そ
の
主
た
る
施
設
は
基
幹
道
路
や
広
域
公
園
で
あ
り
、
用
途
地
域
の
土
地
利
用
規
制
計
画
は
広
い
範
囲
の
地

域
を
対
象
に
し
て
定
め
ら
れ
る
。
他
方
、
建
築
基
準
法
の
規
制
対
象
は
、
各
敷
地
で
あ
り
比
較
的
狭
い
地
域
を
対
象
に
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
中
間
的
な
ル
ー
ル
と
し
て
、
小
規
模
な
地
域
単
位
で
土
地
利
用
の
規
範
を
定
め
る
の
が
地
区
計
画
で
あ
る
（
45
）

。
地
区
計
画
制
度
は
、
昭

（
五
二
一
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

一
五
四

和
五
五
年
の
都
市
計
画
法
改
正
で
導
入
さ
れ
た
（
46
）

。

⑵　

本
件
の
も
う
一
つ
の
行
政
計
画
は
、
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
に
関
す
る
都
市
計
画
（
都
市
計
画
法
一
二
条
一
項
四
号
、
同
条
二
項
、

都
市
計
画
法
施
行
令
七
条
、
都
市
再
開
発
法
四
条
一
項
）
で
あ
る
（
47
）

。
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
は
、
都
市
再
開
発
法
に
基
づ
い
て
施
行
さ
れ

る
が
、
公
用
権
利
変
換
と
い
う
手
法
を
用
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
（
48
）

。
公
用
権
利
変
換
と
は
、
公
益
を
実
現
す
る
た
め
に
行
う
強
制
的
な
権

利
変
換
で
あ
り
、
例
え
ば
、
土
地
所
有
権
を
土
地
の
共
有
持
分
と
建
物
の
区
分
所
有
権
な
ど
の
別
の
権
利
に
変
換
す
る
こ
と
を
い
う
。

⑶　

本
件
で
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
計
画
に
つ
い
て
、
処
分
性
を
否
定
し
た
。
計
画
の
処
分
性
を
肯
定
し
た
平
成
二
〇
年
最
判
と
対
比
す

る
と
、
平
成
二
〇
年
最
判
で
取
消
訴
訟
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
業
計
画
で
あ
る
。
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、

公
法
権
利
変
換
で
は
な
く
公
用
換
地
の
手
法
が
採
ら
れ
る
（
49
）

。
し
か
し
、
平
成
二
〇
年
最
判
の
処
分
性
に
関
す
る
法
理
は
、
土
地
区
画
整
理

事
業
に
限
定
さ
れ
な
い
。
平
成
二
〇
年
地
判
で
問
題
と
な
っ
た
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
に
お
い
て
も
、
事
業
計
画
に
関
し
て
、
処
分

性
を
肯
定
し
た
裁
判
例
が
あ
る
（
福
岡
地
判
平
成
二
年
一
〇
月
二
五
日
判
時
一
三
九
六
号
四
九
頁
及
び
そ
の
控
訴
審
で
あ
る
福
岡
高
判
平
成
五
年
六
月

二
九
日
判
時
一
四
七
七
号
三
二
頁
。
以
下
、
第
一
審
を
「
平
成
二
年
地
判
」
と
い
う
。
控
訴
審
は
、
処
分
性
の
判
断
に
つ
い
て
平
成
二
年
地
判
を
踏
襲
し

て
い
る
。）。

平
成
二
年
地
判
は
、
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
に
お
い
て
、「
施
行
区
域
内
の
宅
地
所
有
者
等
の
権
利
者
は
、
事
業
計
画
決
定
の
公

告
後
三
〇
日
以
内
に
、
施
行
者
に
対
し
、
権
利
変
換
又
は
新
た
な
借
家
権
の
取
得
を
希
望
し
な
い
旨
申
し
出
る
こ
と
に
よ
り
、
他
へ
転
出

し
て
権
利
変
換
計
画
の
対
象
者
か
ら
除
外
さ
れ
る
か
否
か
の
選
択
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
（
都
市
再
開
発
法
七
一
条
）」
こ
と
に
着
目
し
、
事

業
計
画
決
定
の
「
公
告
に
よ
り
、
施
行
区
域
内
の
宅
地
所
有
者
等
の
権
利
者
の
法
的
地
位
を
」
変
動
さ
せ
る
効
果
を
有
す
る
こ
と
を
判
示

の
根
拠
に
据
え
て
い
る
。
ま
た
、「
仮
に
事
業
計
画
決
定
の
処
分
性
を
否
定
す
る
と
、
決
定
を
違
法
と
考
え
て
い
る
者
は
、
そ
の
段
階
で

（
五
二
二
）



行
政
計
画
の
統
制
に
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す
る
問
題
点
の
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察
（
長
谷
川
）

一
五
五

は
そ
の
効
力
を
争
う
こ
と
は
で
き
ず
、
後
に
権
利
変
換
処
分
の
効
力
を
争
う
こ
と
と
な
る
が
、
そ
の
結
果
、
権
利
変
換
処
分
が
適
法
と
さ

れ
る
と
、
他
に
転
出
し
よ
う
と
し
て
も
補
償
金
（
同
法
九
一
条
一
項
）
又
は
移
転
に
伴
う
損
失
補
償
（
同
法
九
七
条
）
を
施
行
者
か
ら
受
領

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
不
利
益
を
避
け
る
に
は
当
初
か
ら
他
に
転
出
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
事
業
計
画
の
違

法
を
争
う
余
地
は
実
際
上
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
と
な
る
」
こ
と
を
指
摘
し
、「
こ
の
よ
う
な
不
合
理
な
事
態
を
避
け
る
た
め
に
も
、

事
業
計
画
決
定
の
処
分
性
を
肯
定
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
判
示
し
て
い
た
。
こ
の
理
論
構
成
は
、
お
お
む
ね
平
成
二
〇
年
最
判
に
重

な
っ
て
い
る
。
事
業
計
画
決
定
に
関
し
て
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
と
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
の
両
方
の
場
面
で
と
も
に
処
分
性
が

肯
定
さ
れ
よ
う
。

他
方
で
、
地
区
計
画
及
び
都
市
計
画
決
定
を
対
象
と
す
る
平
成
二
〇
年
東
京
地
判
は
、
平
成
一
六
年
改
正
及
び
平
成
二
〇
年
最
判
以
前

の
最
高
裁
判
所
の
判
断
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
、
処
分
性
を
否
定
し
て
い
る
。
国
民
の
権
利
義
務
な
い
し
法
的
地
位
に
変
動
が
生
じ
る
法

的
効
果
を
有
す
る
行
政
計
画
の
決
定
行
為
を
大
別
す
る
と
、
定
め
ら
れ
た
計
画
に
基
づ
い
て
将
来
具
体
的
な
事
業
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
が

予
定
さ
れ
て
い
て
、
計
画
決
定
行
為
が
一
連
の
手
続
の
中
間
段
階
に
あ
る
も
の
（
い
わ
ゆ
る
「
非
完
結
型
・
事
業
型
・
動
的
」
計
画
）
と
将
来

具
体
的
な
事
業
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
計
画
決
定
行
為
を
も
っ
て
完
結
す
る
も
の
（
い
わ
ゆ
る
「
完
結
型
・
非
事
業

型
・
静
的
」
計
画
）
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
土
地
区
画
整
理
事
業
計
画
の
決
定
及
び
公
告
は
、
そ
の
後
に
具
体
的
な
行
政
処
分
（
換
地
処

分
等
）
が
出
さ
れ
る
こ
と
か
ら
非
完
結
型
に
区
分
さ
れ
る
。
ま
た
、
土
地
改
良
事
業
の
施
工
認
可
や
第
二
種
市
街
地
再
開
発
事
業
の
事
業

計
画
決
定
・
公
告
も
、
非
完
結
型
に
分
類
さ
れ
る
（
50
）

。
他
方
で
、
都
市
計
画
法
上
の
用
途
地
域
の
指
定
（
都
市
計
画
決
定
）
は
完
結
型
で
あ

り
、
判
例
上
、
処
分
性
が
否
定
さ
れ
て
い
る
（
最
判
昭
和
五
七
年
四
月
二
二
日
民
集
三
六
巻
四
号
七
〇
五
頁
）。

し
か
し
、
本
件
の
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
は
、
施
行
地
区
内
に
高
さ
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
複
合
棟
等
を
建
築
す
る
こ
と
を

（
五
二
三
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

一
五
六

目
的
と
し
て
お
り
（
51
）

、
非
完
結
型
の
事
業
の
端
緒
と
し
て
Ｙ
が
平
成
一
九
年
八
月
二
日
に
①
及
び
②
を
決
定
し
公
告
し
た
も
の
で
あ
る
。
計

画
決
定
行
為
の
位
置
づ
け
と
し
て
は
、
平
成
二
〇
年
最
判
と
基
盤
が
重
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
都
市
計
画
決
定
（
②
）
の
公
告
が
出
さ
れ

る
と
い
わ
ゆ
る
都
市
計
画
事
業
制
限
が
掛
か
る
（
都
市
再
開
発
法
六
〇
条
二
項
四
号
、
六
六
条
各
項
（
52
））。

す
な
わ
ち
、「
施
行
地
区
内
に
お
い
て
、

第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
の
施
行
の
障
害
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
土
地
の
形
質
の
変
更
若
し
く
は
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
の
新
築
、

改
築
若
し
く
は
増
築
を
行
」
う
に
は
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
（
都
市
再
開
発
法
六
六
条
一
項
）、
都
道
府
県
知
事

は
、
こ
の
許
可
申
請
に
対
し
て
条
件
を
付
け
た
り
（
同
法
六
六
条
三
項
）、
建
築
物
の
建
築
不
許
可
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
都
市
計
画

法
五
五
条
一
項
）。
こ
の
よ
う
に
、
都
市
計
画
決
定
の
施
行
地
区
内
に
お
い
て
は
、
具
体
的
な
私
権
制
限
が
発
生
す
る
。
平
成
二
〇
年
最
判

の
涌
井
紀
夫
意
見
で
は
、「
建
築
制
限
等
の
効
果
が
発
生
す
る
と
、
施
行
地
区
内
の
土
地
は
自
由
に
建
築
物
の
建
築
を
行
う
こ
と
が
で
き

な
い
土
地
に
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
所
有
者
に
は
、
こ
れ
を
他
に
売
却
し
よ
う
と
し
て
も
通
常
の
取
引
の
場
合
の
よ
う
な
買
い
手
を
見
つ

け
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
と
い
う
、
極
め
て
現
実
的
で
深
刻
な
影
響
が
生
じ
る
」
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
こ
の
効
果
は
「
抗
告
訴
訟
の
方
法

に
よ
る
救
済
を
認
め
る
に
足
り
る
だ
け
の
実
質
を
充
分
に
備
え
」
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
処
分
性
の
有
無
を
判
断
す
る
際
に
具
体

的
な
私
権
制
限
の
有
無
・
程
度
が
大
き
な
要
素
と
な
る
こ
と
は
、
既
に
い
わ
ゆ
る
二
項
道
路
事
件
（
最
判
平
成
一
四
年
一
月
一
七
日
民
集

五
六
巻
一
号
一
頁
）
で
も
判
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
実
情
を
踏
ま
え
て
考
え
る
と
、
地
区
計
画
に
つ
い
て
は
、
早
期
の
抜
本
的
な
紛
争
解
決
の
た
め
、
処
分
性
を
肯
定
す
る
の

が
妥
当
で
あ
ろ
う
（
53
）

。
ま
た
、
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
の
都
市
計
画
決
定
に
つ
い
て
は
、
計
画
の
法
適
合
性
及
び
裁
判
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

の
保
障
と
計
画
に
対
す
る
市
民
の
信
頼
を
含
め
た
全
体
と
し
て
の
計
画
の
法
的
安
定
性
の
確
保
と
い
う
二
つ
の
要
請
の
間
の
実
践
的
・
政

策
的
な
衡
量
か
ら
み
て
、
処
分
性
を
肯
定
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

（
五
二
四
）



行
政
計
画
の
統
制
に
関
す
る
問
題
点
の
省
察
（
長
谷
川
）

一
五
七

3　

確
認
の
利
益
に
関
す
る
平
成
二
〇
年
地
判
の
問
題
点

⑴　

平
成
一
六
年
改
正
前
の
事
例
と
照
合
し
た
場
合
に
、
確
認
の
利
益
に
関
す
る
判
断
と
し
て
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
長

野
勤
評
事
件
（
最
判
昭
和
四
七
年
一
一
月
三
〇
日
民
集
二
六
巻
九
号
一
七
四
六
頁
）
で
あ
る
。
長
野
勤
評
事
件
の
示
し
た
「
処
分
を
受
け
て
か
ら

こ
れ
に
関
す
る
訴
訟
の
な
か
で
事
後
的
に
義
務
の
存
否
を
争
つ
た
の
で
は
回
復
し
が
た
い
重
大
な
損
害
を
被
る
お
そ
れ
が
あ
る
等
、
事
前

の
救
済
を
認
め
な
い
こ
と
を
著
し
く
不
相
当
と
す
る
特
段
の
事
情
が
あ
る
場
合
は
格
別
、
そ
う
で
な
い
か
ぎ
り
、
あ
ら
か
じ
め
右
の
よ
う

な
義
務
の
存
否
の
確
定
を
求
め
る
法
律
上
の
利
益
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
う
基
準
は
、
そ
の
後
、
い
わ
ゆ
る
横
川
川
事
件

（
最
判
平
成
元
年
七
月
四
日
判
時
一
三
三
六
号
八
六
頁
）
で
も
踏
襲
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、「
河
川
法
七
五
条
に
基
づ
く
監
督
処
分
そ
の
他
の
不

利
益
処
分
を
ま
っ
て
、
こ
れ
に
関
す
る
訴
訟
等
に
お
い
て
事
後
的
に
」「
土
地
が
河
川
法
に
い
う
河
川
区
域
に
属
す
る
か
ど
う
か
を
争
っ

た
の
で
は
、
回
復
し
が
た
い
重
大
な
損
害
を
被
る
お
そ
れ
が
あ
る
等
の
特
段
の
事
情
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
こ
と
か
ら
、
確

認
の
利
益
が
否
定
さ
れ
た
。

⑵　

こ
の
よ
う
な
従
前
の
最
高
裁
判
所
の
姿
勢
に
対
し
て
は
、「
確
認
訴
訟
の
活
用
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
示
さ
れ
た
平
成
一
六
年

改
正
を
踏
ま
え
、
カ
テ
ゴ
リ
カ
ル
な
判
断
は
慎
ま
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
（
54
）

。
平
成
一
六
年
改
正
法
が
四
条
に

「
公
法
上
の
法
律
関
係
に
関
す
る
確
認
の
訴
え
」
と
い
う
文
言
を
新
た
に
加
え
た
趣
旨
は
、「
抗
告
訴
訟
の
直
接
の
対
象
と
な
ら
な
い
行
政

の
行
為
（
通
達
や
行
政
指
導
な
ど
）
を
契
機
と
し
て
国
民
と
行
政
主
体
と
の
間
で
紛
争
が
生
じ
た
場
合
を
想
定
し
、
そ
の
法
律
関
係
・
権
利

義
務
関
係
に
つ
い
て
、
確
認
の
利
益
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
場
合
に
、
行
政
事
件
訴
訟
法
上
の
当
事
者
訴
訟
と
し
て
の
確
認
訴
訟
が
活
用

で
き
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
」
こ
と
に
あ
っ
た
点
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
（
55
）

。

た
だ
、
行
政
事
件
訴
訟
法
は
、
確
認
の
利
益
が
肯
定
さ
れ
る
た
め
の
要
件
に
つ
い
て
定
め
て
い
な
い
。
行
政
事
件
訴
訟
法
七
条
に
従
っ

（
五
二
五
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

一
五
八

て
民
事
訴
訟
に
お
け
る
法
理
を
辿
る
と
、
民
事
訴
訟
法
の
各
条
項
に
は
確
認
の
利
益
に
関
す
る
明
示
の
規
定
は
な
い
が
、
判
例
法
理
と
学

説
上
の
理
論
展
開
に
基
づ
い
た
規
範
に
よ
っ
て
運
用
さ
れ
て
い
る
。
確
認
訴
訟
は
、
給
付
及
び
形
成
と
い
う
定
型
化
さ
れ
た
類
型
に
載
ら

な
い
紛
争
に
つ
い
て
、
い
わ
ば
バ
ス
ケ
ッ
ト
ク
ロ
ー
ズ
（
包
括
条
項
）
的
な
、
不
定
型
か
つ
最
後
の
手
段
を
果
た
し
て
い
る
（
56
）

。
民
事
訴
訟

に
お
け
る
確
認
の
利
益
は
、
①
解
決
す
べ
き
紛
争
の
成
熟
性
（
即
時
解
決
の
必
要
性
・
即
時
確
定
の
利
益
）、
②
確
認
の
訴
え
を
用
い
る
こ
と

の
適
否
（
補
充
性
）、
及
び
③
確
認
対
象
（
訴
訟
物
）
の
選
択
の
適
切
さ
（
対
象
選
択
の
適
否
）
の
三
要
素
か
ら
判
断
さ
れ
る
（
57
）

。
本
件
を
は
じ

め
と
す
る
都
市
計
画
を
巡
る
確
認
訴
訟
で
は
、
こ
の
う
ち
①
の
紛
争
の
成
熟
性
が
特
に
問
題
と
な
る
（
58
）

。

⑶　

本
件
で
は
、
Ｘ
ら
の
権
利
及
び
法
的
地
位
に
関
す
る
具
体
的
な
検
証
を
経
る
こ
と
な
く
、
紛
争
の
成
熟
性
を
否
定
し
た
が
、
以
下

の
理
由
か
ら
、
こ
の
判
断
は
妥
当
で
な
い
と
考
え
る
。
第
一
に
、
民
事
訴
訟
の
法
理
に
関
連
し
て
、
法
律
上
の
地
位
に
現
に
生
じ
て
い
る

不
安
な
い
し
危
険
が
除
去
さ
れ
る
場
合
に
即
時
確
定
の
利
益
が
肯
定
さ
れ
て
い
る
点
に
着
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
最
判
平

成
一
一
年
一
月
二
一
日
民
集
五
三
巻
一
号
一
頁
（
以
下
「
平
成
一
一
年
最
判
」
と
い
う
。）
は
、
建
物
賃
借
人
が
賃
貸
借
契
約
の
継
続
中
に
、

賃
貸
人
に
対
す
る
敷
金
返
還
請
求
権
の
存
在
の
確
認
を
求
め
た
の
に
対
し
、
敷
金
返
還
請
求
権
の
存
否
を
確
定
す
る
こ
と
で
「
法
律
上
の

地
位
に
現
に
生
じ
て
い
る
不
安
な
い
し
危
険
は
除
去
さ
れ
る
」
と
し
て
、
即
時
確
定
の
利
益
を
肯
定
し
た
。

確
認
の
訴
え
は
、
原
告
の
権
利
又
は
法
的
地
位
に
不
安
が
現
に
存
在
し
、
か
つ
、
そ
の
不
安
を
除
去
す
る
方
法
と
し
て
訴
訟
物
た
る
権

利
又
は
法
律
関
係
の
存
否
の
判
決
を
す
る
こ
と
が
有
効
適
切
で
あ
る
場
合
に
認
め
ら
れ
る
（
59
）

。
平
成
二
〇
年
地
判
で
、
裁
判
所
は
「
本
件
各

決
定
に
よ
っ
て
Ｘ
ら
の
権
利
又
は
法
的
地
位
に
具
体
的
な
変
動
を
与
え
る
と
い
う
法
律
上
の
効
果
が
生
ず
る
も
の
で
は
な
」
い
と
判
断
し

て
い
る
が
、
非
完
結
型
の
事
業
の
端
緒
と
な
る
本
件
各
決
定
が
存
在
す
る
こ
と
で
、
先
述
の
よ
う
な
具
体
的
な
私
権
制
限
が
発
生
し
て
い

る
。
本
件
の
判
断
は
、
Ｘ
ら
の
法
的
地
位
に
対
す
る
不
安
の
現
存
に
関
す
る
説
示
が
不
足
し
て
い
る
（
60
）

。

（
五
二
六
）



行
政
計
画
の
統
制
に
関
す
る
問
題
点
の
省
察
（
長
谷
川
）

一
五
九

⑷　

第
二
に
、
行
政
計
画
の
進
捗
に
伴
う
住
民
の
法
的
地
位
と
の
関
連
で
、
行
政
訴
訟
特
有
の
視
点
に
基
づ
く
分
析
が
不
十
分
で
あ
る
。

民
事
訴
訟
の
領
域
に
お
け
る
即
時
確
定
の
現
実
の
必
要
性
は
、
被
告
が
原
告
の
権
利
を
否
定
し
た
り
、
権
利
関
係
に
つ
い
て
原
告
の
主
張

と
相
容
れ
な
い
主
張
を
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
原
告
の
権
利
者
と
し
て
の
地
位
に
危
険
・
不
安
が
生
じ
て
い
る
こ
と
等
に
起
因
し
て
、

原
告
の
法
的
地
位
に
危
険
や
不
安
が
発
生
し
て
い
る
状
況
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
（
61
）

。
平
成
一
一
年
最
判
は
、
賃
貸
人
に
対
す
る
敷
金
返
還

請
求
権
と
い
う
債
権
を
対
象
と
し
た
確
認
訴
訟
で
あ
り
、
敷
金
交
付
の
事
実
を
賃
貸
人
が
争
っ
た
こ
と
が
原
因
で
賃
借
人
の
法
的
地
位
に

危
険
や
不
安
が
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
の
民
事
訴
訟
に
お
け
る
即
時
確
定
の
利
益
に
関
す
る
議
論
（
62
）

を
通
覧
す
る
と
、
被
告
に
よ
る

原
告
の
権
利
・
法
的
地
位
に
対
す
る
阻
害
の
態
様
や
権
利
利
益
へ
の
危
険
度
合
い
を
指
標
に
し
て
い
る
。

し
か
し
、
都
市
計
画
の
一
連
の
手
続
と
住
民
の
権
利
利
益
と
の
法
的
関
係
性
を
見
る
と
、
私
法
上
の
債
権
債
務
関
係
は
、
行
政
庁
と
住

民
と
の
間
に
基
本
的
に
形
成
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
所
有
権
を
は
じ
め
と
す
る
物
権
を
、
行
政
庁
が
侵
奪
す
る
関
係
に
は
立
っ
て
い
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
民
事
訴
訟
に
お
け
る
即
時
確
定
の
利
益
に
関
す
る
分
析
を
そ
の
ま
ま
当
て
は
め
る
と
、
結
局
の
と
こ
ろ
確
認
の
利
益

が
否
定
さ
れ
る
方
向
で
結
論
が
導
き
出
さ
れ
て
し
ま
う
。

そ
も
そ
も
行
政
実
体
法
は
、
民
事
実
体
法
と
異
な
り
、
権
利
主
体
相
互
間
の
請
求
権
を
直
接
定
め
る
体
裁
を
取
っ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、

行
政
機
関
が
ど
の
よ
う
に
社
会
秩
序
を
維
持
・
形
成
す
べ
き
か
を
定
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
裁
判
所
が
原
告
の
権
利
利
益
を
保
護
す

る
た
め
に
行
政
機
関
の
行
為
を
統
制
す
る
局
面
に
行
政
実
体
法
を
接
合
さ
せ
る
に
は
、
民
事
実
体
法
及
び
民
事
訴
訟
法
の
場
合
と
は
異
な

る
法
規
定
や
法
理
を
工
夫
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
63
）

。
平
成
一
六
年
改
正
の
当
時
か
ら
「
少
な
く
と
も
確
認
の
利
益
は
利
害
関
係
が
あ
れ
ば

認
め
る
。
民
事
訴
訟
一
般
に
丸
投
げ
し
な
い
、
と
い
う
立
法
政
策
が
必
要
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
批
判
が
さ
れ
て
い
た
（
64
）

。
ま

た
、「
法
全
体
の
仕
組
み
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
一
片
の
確
認
規
定
を
挿
入
す
る
こ
と
の
み
に
よ
っ
て
、
新
た
な
分
野
で
の
積
極
的
な
活

（
五
二
七
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

一
六
〇

用
に
期
待
す
る
と
い
わ
れ
て
も
、
あ
る
種
の
『
戸
惑
い
』
を
禁
じ
え
な
い
」
と
い
う
指
摘
も
あ
る
（
65
）

。
私
権
制
限
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
住

民
に
と
っ
て
は
、
都
市
計
画
決
定
の
時
点
で
速
や
か
に
そ
の
適
法
性
を
司
法
府
が
客
観
的
に
審
査
す
る
機
会
を
設
定
す
る
こ
と
が
、
法
的

地
位
の
危
険
と
不
安
を
除
去
す
る
上
で
有
効
か
つ
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
る
（
66
）

。
行
政
過
程
は
様
々
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
紛
争
化
す
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
是
正
を
求
め
る
行
政
訴
訟
は
、
様
々
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
行
政
過
程
に
介
入
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
抗
告
訴
訟
は
処
分
性
の
概
念

に
、
当
事
者
訴
訟
は
訴
え
の
利
益
（
紛
争
の
成
熟
性
）
の
概
念
に
、
そ
れ
ぞ
れ
司
法
介
入
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
正
当
性
を
説
明
す
る
役
割
を

担
わ
せ
て
い
る
（
67
）

。
こ
の
よ
う
な
行
政
実
体
法
と
確
認
訴
訟
の
特
質
に
基
づ
い
て
検
証
す
る
と
、
平
成
二
〇
年
地
判
に
お
い
て
確
認
の
利
益

は
肯
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
考
え
る
（
68
）

。

四　

計
画
裁
量
の
審
査
に
関
す
る
問
題
点

平
成
二
〇
年
地
判
を
基
盤
と
し
て
処
分
性
及
び
確
認
の
利
益
に
つ
い
て
分
析
を
進
め
て
い
く
と
、
平
成
一
六
年
改
正
と
平
成
二
〇
年
最

判
を
経
た
現
在
も
な
お
、
手
続
保
障
の
観
点
か
ら
解
消
す
べ
き
問
題
が
浮
き
彫
り
と
な
る
。
特
に
確
認
の
利
益
を
肯
定
す
る
方
向
で
の
運

用
の
精
緻
化
も
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
行
政
事
件
訴
訟
の
枠
組
み
で
対
応
す
る
こ
と
を
前
提
に
し
た
場
合
、
こ
れ
ら
の
訴
訟
要
件
を
充

足
し
た
と
し
て
も
、
計
画
裁
量
の
審
査
と
し
て
実
体
面
の
問
題
点
が
次
に
生
じ
る
。

1　

都
市
計
画
決
定
の
違
法
性
が
肯
定
さ
れ
た
事
例

⑴　

平
成
一
六
年
改
正
の
後
、
都
市
計
画
決
定
の
違
法
性
が
肯
定
さ
れ
た
の
が
、
東
京
高
判
平
成
一
七
年
一
〇
月
二
〇
日
判
時

一
九
一
四
号
四
三
頁
で
あ
る
（
以
下
「
平
成
一
七
年
高
判
」
と
い
う
。）。
こ
の
事
件
は
、
都
市
計
画
法
五
三
条
一
項
に
基
づ
い
て
、
都
市
計

（
五
二
八
）



行
政
計
画
の
統
制
に
関
す
る
問
題
点
の
省
察
（
長
谷
川
）

一
六
一

画
道
路
内
の
自
己
所
有
地
に
つ
い
て
建
築
許
可
の
申
請
を
し
た
Ｘ
ら
に
対
し
て
、
行
政
庁
で
あ
る
県
知
事
Ｙ
が
、
同
法
五
四
条
の
基
準
に

合
致
し
な
い
と
し
て
発
出
し
た
不
許
可
処
分
の
取
消
訴
訟
で
あ
る
。

こ
の
不
許
可
処
分
の
前
提
と
な
っ
た
の
が
、
都
市
計
画
決
定
で
あ
る
。
建
設
大
臣
（
当
時
）
が
、
昭
和
三
二
年
三
月
三
〇
日
、
静
岡
県

伊
東
市
の
延
長
一
三
二
〇
メ
ー
ト
ル
、
幅
員
一
一
メ
ー
ト
ル
の
道
路
「
伊
東
大
仁
線
」
を
定
め
る
都
市
計
画
を
決
定
し
た
（
以
下
、
こ
の

計
画
を
「
原
計
画
」
と
い
う
。）。
そ
の
後
Ｙ
が
、
平
成
九
年
三
月
二
五
日
、
都
市
計
画
法
二
一
条
一
項
に
基
づ
き
、
原
計
画
決
定
に
つ
い
て
、

伊
東
大
仁
線
の
う
ち
伊
東
市
東
松
原
町
か
ら
約
一
八
〇
メ
ー
ト
ル
の
区
間
に
つ
い
て
、
幅
員
を
一
七
メ
ー
ト
ル
に
拡
幅
す
る
内
容
に
変
更

す
る
旨
の
都
市
計
画
変
更
決
定
を
行
っ
た
（
以
下
「
本
件
変
更
決
定
」
と
い
う
。）。
Ｘ
ら
は
、
本
件
変
更
決
定
の
違
法
性
を
争
っ
た
。

⑵　

こ
れ
に
つ
い
て
、
裁
判
所
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
、
本
件
変
更
決
定
の
違
法
性
を
肯
定
し
た
。
す
な
わ
ち
、「
都
道
府
県
知
事

は
都
市
計
画
を
決
定
す
る
に
つ
い
て
一
定
の
裁
量
を
有
す
る
も
の
と
い
い
得
る
が
、
そ
の
裁
量
は
都
市
計
画
法
第
一
三
条
第
一
項
各
号
の

定
め
る
基
準
に
従
っ
て
行
使
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。
都
市
計
画
決
定
が
、
こ
の
「
基
準
に
照
ら
し
て
、
著
し
く
逸
脱
す
る
も
の
で

あ
る
と
き
は
、」
違
法
と
な
る
、
と
し
た
。
そ
し
て
本
件
に
つ
い
て
、「
都
市
計
画
に
関
す
る
基
礎
調
査
の
結
果
が
客
観
性
、
実
証
性
を
欠

く
た
め
に
土
地
利
用
、
交
通
等
の
現
状
の
認
識
及
び
将
来
の
見
通
し
が
合
理
性
を
欠
く
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
不
合
理
な
現
状

の
認
識
及
び
将
来
の
見
通
し
に
依
拠
し
て
都
市
計
画
が
決
定
さ
れ
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
、
客
観
的
、
実
証
的
な
基
礎
調
査
の
結
果
に
基

づ
い
て
土
地
利
用
、
交
通
等
に
つ
き
現
状
が
正
し
く
認
識
さ
れ
、
将
来
が
的
確
に
見
通
さ
れ
た
が
、
都
市
計
画
を
決
定
す
る
に
つ
い
て
現

状
の
正
し
い
認
識
及
び
将
来
の
的
確
な
見
通
し
を
全
く
考
慮
し
な
か
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
又
は
こ
れ
ら
を
一
応
考
慮
し
た
と
認
め
ら

れ
る
も
の
の
こ
れ
ら
と
都
市
計
画
の
内
容
と
が
著
し
く
乖
離
し
て
い
る
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
な
ど
〔
都
市
計
画
※
筆
者
注
〕

法
第
六
条
第
一
項
が
定
め
る
基
礎
調
査
の
結
果
が
勘
案
さ
れ
る
こ
と
な
く
都
市
計
画
が
決
定
さ
れ
た
場
合
は
、
客
観
的
、
実
証
的
な
基
礎

（
五
二
九
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

一
六
二

調
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
土
地
利
用
、
交
通
等
に
つ
き
現
状
が
正
し
く
認
識
さ
れ
、
将
来
が
的
確
に
見
通
さ
れ
る
こ
と
な
く
都
市
計
画
が

決
定
さ
れ
た
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
当
該
都
市
計
画
の
決
定
は
、
都
市
計
画
法
第
一
三
条
第
一
項
第
一
四
号
、
第
六
号
の
趣
旨
に
反
し
て

違
法
と
な
る
」
と
判
示
し
た
。

⑶　

こ
の
判
示
の
理
解
す
る
都
市
計
画
法
の
構
造
の
要
点
は
、
都
市
計
画
基
礎
調
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
都
市
施
設
を
設
置
す
る
こ
と

は
、
都
市
計
画
基
準
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
基
礎
調
査
は
、
都
市
計
画
を
策
定
す
る
た
め
の
前
提
と
さ
れ
る
と
い
う
点

に
あ
る
（
69
）

。
生
の
事
実
と
し
て
の
客
観
的
数
値
や
同
一
性
の
誤
認
だ
け
で
な
く
、
予
測
手
法
等
を
含
め
て
合
理
性
を
審
査
し
て
い
る
こ
と
と

照
応
し
て
、
一
般
人
が
通
常
の
論
理
的
思
考
力
に
よ
っ
て
理
解
し
う
る
合
理
性
の
有
無
が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
（
70
）

。
合
理
性
を
判
断
す
る
際
の
考
慮
要
素
の
選
定
や
評
価
に
関
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
林
試
の
森
事
件
（
最
判
平
成
一
八
年
九
月
四
日
判
時

一
九
四
八
号
二
六
頁
）
が
、
門
の
位
置
変
更
に
よ
る
樹
木
へ
の
悪
影
響
の
発
生
等
に
つ
い
て
十
分
な
審
理
を
尽
く
す
べ
く
差
し
戻
し
た
こ
と

が
想
起
さ
れ
る
。
林
試
の
森
事
件
で
は
、
事
業
認
可
の
職
権
取
消
し
に
よ
り
訴
え
が
取
り
下
げ
ら
れ
た
が
、
裁
量
権
の
範
囲
の
逸
脱
又
は

濫
用
を
慎
重
に
判
断
す
る
兆
候
は
見
ら
れ
て
い
た
。

2　

平
成
一
八
年
最
判
と
平
成
二
三
年
地
判

し
か
し
、
平
成
一
八
年
最
判
で
は
、
都
市
計
画
（
71
）

の
適
法
性
を
判
断
す
る
基
準
と
し
て
、「
裁
量
権
の
行
使
と
し
て
さ
れ
た
こ
と
を
前
提

と
し
て
、
そ
の
基
礎
と
さ
れ
た
重
要
な
事
実
に
誤
認
が
あ
る
こ
と
等
に
よ
り
重
要
な
事
実
の
基
礎
を
欠
く
こ
と
と
な
る
場
合
、
又
は
、
事

実
に
対
す
る
評
価
が
明
ら
か
に
合
理
性
を
欠
く
こ
と
、
判
断
の
過
程
に
お
い
て
考
慮
す
べ
き
事
情
を
考
慮
し
な
い
こ
と
等
に
よ
り
そ
の
内

容
が
社
会
通
念
に
照
ら
し
著
し
く
妥
当
性
を
欠
く
も
の
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
り
、
裁
量
権
の
範
囲
を
逸
脱
し
又
は
こ
れ
を
濫
用
し
た

も
の
と
し
て
違
法
と
な
る
」
と
い
う
指
標
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
指
標
は
、「
都
市
施
設
の
規
模
、
配
置
等
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
に
当

（
五
三
〇
）



行
政
計
画
の
統
制
に
関
す
る
問
題
点
の
省
察
（
長
谷
川
）

一
六
三

た
っ
て
は
、
当
該
都
市
施
設
に
関
す
る
諸
般
の
事
情
を
総
合
的
に
考
慮
し
た
上
で
、
政
策
的
、
技
術
的
な
見
地
か
ら
判
断
す
る
こ
と
が
不

可
欠
で
あ
る
」
こ
と
を
前
提
に
、「
こ
の
よ
う
な
判
断
は
、
こ
れ
を
決
定
す
る
行
政
庁
の
広
範
な
裁
量
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う

べ
き
で
あ
る
と
い
う
価
値
判
断
を
根
拠
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
二
三
年
地
判
で
は
、
以
下
の
理
由
か
ら
、
事
業
計
画
の
決
定
に
つ
い
て
違
法
性
は
な
い
と
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
計
画
裁

量
の
広
範
性
に
つ
い
て
、「
土
地
区
画
整
理
事
業
を
実
施
す
る
に
際
し
て
は
、
上
記
の
土
地
区
画
整
理
事
業
の
目
的
及
び
既
に
定
め
ら
れ

て
い
る
公
共
施
設
等
に
関
す
る
都
市
計
画
と
の
適
合
を
図
り
つ
つ
、
法
令
で
定
め
ら
れ
た
基
準
に
従
っ
て
施
行
地
区
を
設
定
し
た
上
で
、

上
記
の
技
術
的
基
準
に
従
っ
て
道
路
や
公
園
、
広
場
と
い
っ
た
公
共
施
設
の
規
模
、
配
置
等
に
関
す
る
事
項
を
決
定
す
る
な
ど
し
て
事
業

計
画
の
具
体
的
内
容
を
定
め
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
行
わ
れ
る
判
断
は
、
上
記
の
技
術
的
基
準
が
極
め

て
抽
象
的
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
も
、
施
行
地
区
と
さ
れ
る
地
域
に
関
す
る
諸
般
の
事
情
を
総
合
的
に
考
慮
し
た
上
で
、
政
策
的
、
技

術
的
な
見
地
か
ら
判
断
す
る
こ
と
が
不
可
欠
な
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
よ
う
な
判
断
は
、
ま
さ
に
計
画
裁
量

と
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
決
定
す
る
行
政
庁
の
広
範
な
裁
量
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
の
判
断
を
示

し
た
。
そ
の
上
で
、「
裁
判
所
が
事
業
計
画
の
決
定
の
内
容
の
適
否
を
審
査
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
決
定
が
裁
量
権
の
行
使
と
し
て

さ
れ
た
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
そ
の
基
礎
と
さ
れ
た
重
要
な
事
実
に
誤
認
が
あ
る
こ
と
等
に
よ
り
重
要
な
事
実
の
基
礎
を
欠
く
こ
と
と
な

る
場
合
、
又
は
、
事
実
に
対
す
る
評
価
が
明
ら
か
に
合
理
性
を
欠
く
こ
と
、
判
断
の
過
程
に
お
い
て
当
然
に
考
慮
す
べ
き
事
情
を
考
慮
し

な
い
こ
と
等
に
よ
り
そ
の
内
容
が
社
会
通
念
に
照
ら
し
著
し
く
妥
当
性
を
欠
く
も
の
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
り
、
裁
量
権
の
範
囲
を
逸

脱
し
又
は
こ
れ
を
濫
用
し
た
も
の
と
し
て
違
法
と
な
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
し
て
、
違
法
性
を
否
定
し
た
。

平
成
一
八
年
最
判
は
、
都
市
計
画
裁
量
の
司
法
統
制
手
法
に
関
す
る
判
例
の
到
達
点
を
示
し
た
も
の
と
の
分
析
が
さ
れ
て
い
る
（
72
）

。
ま

（
五
三
一
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

一
六
四

た
、
平
成
二
三
年
地
判
に
お
け
る
計
画
裁
量
の
判
断
に
つ
い
て
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
業
計
画
の
策
定
・
決
定
に
あ
た
っ
て
相
当

程
度
の
裁
量
が
許
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
妥
当
性
を
認
め
る
見
解
も
あ
る
（
73
）

。
し
か
し
平
成
一
七
年
高
判
を
踏
ま
え
る
と
な
お
、
計

画
裁
量
の
再
検
証
が
必
要
で
あ
る
。

3　

計
画
裁
量
の
概
要

⑴　

行
政
計
画
と
裁
量
に
関
す
る
系
譜
を
探
る
場
面
で
手
掛
か
り
に
な
る
の
は
、
一
九
六
九
年
一
二
月
一
二
日
の
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国

連
邦
行
政
裁
判
所
第
四
部
の
判
決
（
74
）

（
以
下
「
一
九
六
九
年
判
決
」
と
い
う
。）
で
あ
り
、
こ
れ
は
昭
和
四
〇
年
代
か
ら
五
〇
年
代
に
掛
け
て
の

我
が
国
の
計
画
裁
量
の
議
論
に
影
響
を
与
え
た
判
決
で
あ
る
（
75
）

。
一
九
六
九
年
判
決
は
、
連
邦
建
設
法
（B

undesbaugesetz vom
 23. Juni 

1960 （76
）.

）
に
お
け
る
建
設
詳
細
計
画
（B

ebauungsplan （77
））

に
計
画
裁
量
（das P

lanungserm
essen

）
と
い
う
概
念
を
認
め
、
そ
の
特
質
を
明
ら

か
に
し
た
（
78
）

。
連
邦
建
設
法
は
、
一
九
八
六
年
の
建
設
法
典
（B

augesetzbuch

〔B
G
B
l. I 2253

〕
一
九
八
六
年
一
二
月
八
日
）
の
成
立
に
伴
い

失
効
し
た
が
、
こ
の
判
決
が
示
し
た
計
画
裁
量
に
関
す
る
判
断
は
、
一
九
七
四
年
七
月
五
日
の
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
連
邦
行
政
裁
判
所
の

判
決
（
79
）

を
経
て
、
そ
の
後
の
理
論
形
成
に
影
響
を
与
え
た
（
80
）

。

一
九
六
九
年
判
決
で
は
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
が
自
己
の
責
任
に
お
い
て
建
設
管
理
計
画
を
策
定
す
る
旨
の
連
邦
建
設
法
二
条
一
項
の
規
定
に

は
計
画
高
権
（die P
lanungshoheit （81
））

の
承
認
が
含
ま
れ
、
計
画
高
権
は
計
画
裁
量
の
承
認
を
意
味
す
る
、
と
し
た
（
82
）

。
そ
し
て
次
の
四
項

目
を
掲
げ
て
、
計
画
策
定
の
権
限
を
確
認
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
形
成
の
自
由
（die G

estaltungsfreiheit

）
の
な
い
計
画
策

定
は
そ
れ
自
体
矛
盾
で
あ
ろ
う
か
ら
、
計
画
策
定
の
権
限
は
多
少
と
も
広
範
な
余
地
の
あ
る
形
成
の
自
由
を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
に
、
こ
の
計
画
上
の
形
成
の
自
由
は
、
様
々
な
要
素
│
特
に
認
識
、
評
価
、
判
断
の
要
素
を
含
ん
で
い
る
。
第
三
に
、
行
政
裁
判
所

に
よ
る
計
画
策
定
へ
の
統
制
に
関
し
て
は
、
具
体
的
な
事
例
に
お
い
て
形
成
の
自
由
の
法
律
上
の
限
界
が
超
え
て
い
る
か
否
か
、
又
は
そ

（
五
三
二
）



行
政
計
画
の
統
制
に
関
す
る
問
題
点
の
省
察
（
長
谷
川
）

一
六
五

れ
が
授
権
に
適
合
し
な
い
方
法
で
行
使
さ
れ
た
か
否
か
に
限
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
第
四
に
、
建
設
詳
細
計
画
に
つ
い
て
の
上
級
行
政
庁
の

認
可
に
お
け
る
関
与
は
、
権
限
及
び
義
務
に
お
い
て
適
法
性
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
限
ら
れ
る
。

⑵　

そ
の
後
二
〇
〇
四
年
に
、
建
設
法
典
は
、
Ｅ
Ｕ
の
計
画
環
境
審
査
（
戦
略
的
環
境
影
響
評
価
）
指
令
の
国
内
法
化
を
目
的
と
す
る

「
建
設
法
典
の
Ｅ
Ｕ
指
令
へ
の
適
合
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
た
（
83
）

。
現
在
で
は
、
建
設
詳
細
計
画
の
有
効
性
は
、
行
政
裁
判

所
法
四
七
条
が
定
め
る
規
範
統
制
（die N

orm
enkontrolle

）
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
（
84
）

。
規
範
統
制
手
続
は
、
裁
判
所
に
お
い
て
法
律
の
下

位
に
属
す
る
規
範
の
有
効
性
を
審
査
す
る
申
立
手
続
で
あ
る
（
85
）

。
建
設
詳
細
計
画
は
、
事
後
的
な
規
範
統
制
手
続
だ
け
で
な
く
、
計
画
策
定

段
階
に
お
け
る
住
民
参
加
に
よ
っ
て
事
前
の
手
続
保
障
も
受
け
て
い
る
（
86
）

。

計
画
裁
量
に
お
い
て
は
、
特
に
計
画
内
容
の
形
成
自
由
に
関
し
て
、
計
画
裁
量
の
内
的
限
界
と
外
的
限
界
が
区
分
さ
れ
て
い
る
（
87
）

。
外
的

限
界
は
、
立
法
者
に
よ
っ
て
行
政
裁
量
に
対
し
て
抽
象
的
に
設
け
ら
れ
た
枠
で
あ
り
、
内
的
限
界
は
、
形
成
指
針
（die 

G
estaltungsdirektiven

）
と
衡
量
要
請
（das A

bw
ägungsgebot

）
か
ら
構
成
さ
れ
る
（
88
）

。
審
査
密
度
（die K

ontrolldichte

）
と
統
制
に
関
し

て
は
、
先
行
す
る
優
れ
た
分
析
が
多
数
あ
る
が
（
89
）

、
多
様
な
利
害
調
整
が
必
要
不
可
欠
な
都
市
計
画
策
定
の
特
性
を
踏
ま
え
て
、
手
続
保
障

と
慎
重
な
審
査
を
具
体
的
に
制
度
化
し
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
、
一
九
六
九
年
判
決
以
降
、
連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
計
画
裁
量

の
審
査
に
関
す
る
命
題
を
詳
細
化
し
て
い
っ
た
（
90
）

。
そ
の
命
題
は
、
①
衡
量
が
な
さ
れ
た
こ
と
、
②
衡
量
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
べ
き
も

の
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
③
被
侵
害
利
益
の
重
要
性
が
看
過
さ
れ
る
こ
と
な
く
適
切
な
評
価
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
④
利
害

調
整
に
つ
い
て
不
均
衡
な
判
断
が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
構
成
さ
れ
る
（
91
）

。
平
成
一
八
年
最
判
で
示
さ
れ
た
都
市
計
画
の
適
法
性
の
判
断

基
準
と
、
発
想
の
共
通
性
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
92
）

。

⑶　

我
が
国
に
お
け
る
計
画
裁
量
に
関
す
る
考
え
方
の
一
例
を
挙
げ
る
と
、
都
市
計
画
の
規
制
内
容
に
つ
い
て
は
法
が
詳
細
に
規
定
す

（
五
三
三
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

一
六
六

る
一
方
で
、
法
定
の
選
択
肢
の
中
か
ら
何
を
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
選
ぶ
か
は
行
政
庁
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
重
視
し
て
、
ゼ

ロ
点
か
ら
諸
要
素
の
調
整
統
合
、
諸
利
害
調
整
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
裁
量
の
幅
が
広
く
な
る
と
さ
れ
る
（
93
）

。

判
例
及
び
裁
判
例
の
積
み
重
ね
を
通
じ
て
看
取
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
裁
量
統
制
基
準
か
ら
見
た
場
合
、
都
市
計
画
の
違
法
性
は
、

最
小
限
の
社
会
観
念
審
査
の
枠
組
み
を
採
用
し
つ
つ
も
、
判
断
過
程
統
制
の
モ
デ
ル
と
の
接
合
を
図
る
謂
わ
ば
中
程
度
の
審
査
密
度
で
あ

る
と
評
価
で
き
る
（
94
）

。
た
だ
、
平
成
一
七
年
高
判
の
審
査
密
度
は
、
交
通
量
予
測
や
人
口
予
測
を
含
め
た
価
値
形
成
的
・
評
価
的
な
事
実
に

関
す
る
誤
認
を
問
題
と
し
て
お
り
、
比
較
的
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
実
体
的
判
断
代
置
型
の
審
査
方
式
に
近
い
踏
み
込

ん
だ
審
理
と
い
え
る
（
95
）

。
行
政
計
画
の
違
法
性
を
よ
り
緻
密
に
審
査
す
る
こ
と
を
目
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
実
体
判
断
代
置
の
手
法
を
採
る
こ

と
に
よ
っ
て
最
大
限
の
審
査
密
度
が
確
保
で
き
る
。
司
法
府
に
よ
る
適
切
な
違
法
性
審
査
を
実
現
す
る
上
で
、
平
成
一
七
年
高
判
の
審
査

過
程
は
大
き
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
（
96
）

。

⑷　

た
だ
他
方
で
、
都
市
問
題
は
、
生
活
環
境
の
保
護
、
福
祉
の
向
上
、
産
業
の
育
成
・
発
展
な
ど
、
自
治
事
務
の
観
点
か
ら
様
々
な

側
面
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
都
市
政
策
は
こ
れ
ら
を
総
合
的
・
包
括
的
に
視
野
に
入
れ
て
執
行
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
97
）

。
平

成
一
七
年
高
判
や
林
試
の
森
事
件
が
示
す
よ
う
に
裁
量
統
制
に
対
す
る
裁
判
所
の
積
極
的
な
姿
勢
は
伺
え
る
も
の
の
、
違
法
性
を
認
定
し

て
行
政
計
画
に
歯
止
め
を
掛
け
る
態
様
に
は
限
界
が
あ
る
。
処
分
性
要
件
と
確
認
の
利
益
を
ク
リ
ア
し
た
と
し
て
も
、
こ
の
実
体
判
断
・

本
案
審
理
の
限
界
が
、
行
政
計
画
に
関
す
る
訴
訟
に
内
在
し
て
い
る
。

（
五
三
四
）



行
政
計
画
の
統
制
に
関
す
る
問
題
点
の
省
察
（
長
谷
川
）

一
六
七

五　

平
成
一
六
年
改
正
以
降
の
議
論
の
進
展

行
政
計
画
を
統
制
す
る
手
法
を
、
裁
判
上
問
題
と
な
っ
た
事
例
を
中
心
に
概
略
的
に
見
て
き
た
が
、
平
成
一
六
年
改
正
以
降
、
一
定
の

成
果
は
挙
が
っ
て
い
る
も
の
の
、
今
な
お
制
度
上
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
従
来
か
ら
様
々

な
か
た
ち
で
制
度
改
定
に
関
す
る
議
論
が
展
開
さ
れ
て
き
て
い
る
。

1　

行
政
不
服
審
査
の
拡
充

平
成
一
六
年
改
正
後
に
い
ち
早
く
都
市
計
画
の
統
制
に
関
す
る
検
証
を
行
っ
た
都
市
計
画
争
訟
研
究
会
は
、
平
成
一
八
年
八
月
に
『
都

市
計
画
争
訟
研
究
報
告
書
』（
以
下
、「
平
成
一
八
年
報
告
書
」
と
い
う
。）
を
公
表
し
て
い
る
（
98
）

。
そ
の
中
で
特
徴
的
な
の
が
、
都
市
計
画
決
定

等
に
対
す
る
行
政
不
服
審
査
の
拡
充
で
あ
る
。
こ
の
提
案
に
お
い
て
は
、
不
服
審
査
の
対
象
と
す
べ
き
都
市
計
画
の
範
囲
に
つ
い
て
、
個

人
の
権
利
救
済
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
住
民
等
の
権
利
義
務
に
直
接
関
わ
る
区
域
区
分
、
地
域
地
区
、
都
市
施
設
及
び
市

街
地
開
発
事
業
等
の
都
市
計
画
を
、
不
服
審
査
の
対
象
事
項
と
し
て
法
律
で
明
示
す
べ
き
と
し
て
い
る
（
99
）

。
審
査
対
象
を
法
律
で
明
確
化
す

る
こ
と
は
、
平
成
二
〇
年
最
判
で
拡
大
し
た
処
分
性
の
枠
組
み
を
充
実
さ
せ
る
点
で
意
義
が
大
き
い
。
ま
た
、
都
市
計
画
の
手
続
が
多
様

で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
確
認
の
利
益
も
含
め
て
、
平
成
二
〇
年
地
判
の
よ
う
な
場
面
で
も
客
観
的
に
審
査
対
象
を
認
定
で
き
る
こ
と
は

重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
審
査
庁
は
行
政
機
関
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
計
画
裁
量
の
違
法
性
の
み
な
ら
ず
、
当
不
当
の
問
題
に
ま
で
立
ち
入
っ
て
審
査
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
審
査
庁
は
、
裁
決
に
お
い
て
、
都
市
計
画
を
取
り
消
す
だ
け
で
な
く
、
変
更
を
命
じ
る
な
ど
救
済
措
置
に
関
し
て
多
様

性
を
持
ち
う
る
（
100
）

。
取
消
訴
訟
の
本
案
審
理
に
お
け
る
計
画
裁
量
の
広
さ
に
照
ら
す
と
、
行
政
不
服
審
査
の
場
で
柔
軟
な
審
理
が
行
え
る
メ

（
五
三
五
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

一
六
八

リ
ッ
ト
は
大
き
い
。

2　

都
市
計
画
の
違
法
確
認
訴
訟
の
拡
充

平
成
一
八
年
報
告
書
の
三
年
後
に
は
、
都
市
計
画
争
訟
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
・
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
『
人
口
減
少
社
会
に
対
応

し
た
都
市
計
画
争
訟
の
あ
り
方
に
関
す
る
調
査
業
務
報
告
書
』（
以
下
、「
平
成
二
一
年
報
告
書
」
と
い
う
）
を
公
表
し
た
（
101
）

。
平
成
二
一
年
報

告
書
は
、
平
成
一
八
年
報
告
書
に
お
い
て
提
案
さ
れ
た
裁
決
主
義
の
手
続
に
つ
い
て
多
角
的
に
検
証
を
し
て
い
る
（
102
）

。
こ
の
検
証
を
踏
ま
え

て
、
対
案
と
し
て
提
言
し
た
の
が
都
市
計
画
違
法
確
認
訴
訟
（
仮
称
）
で
あ
る
。

平
成
二
一
年
報
告
書
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、
以
下
の
四
項
目
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
都
市
計
画
の
特
質
に
即
し
た
訴

訟
の
形
式
を
都
市
計
画
法
に
規
定
す
る
こ
と
、
②
都
市
計
画
の
違
法
を
宣
言
す
る
こ
と
に
よ
り
計
画
の
効
力
を
停
止
す
る
仕
組
み
に
重
点

を
置
く
こ
と
、
③
瑕
疵
の
補
正
手
続
を
法
定
し
、
適
切
な
補
正
が
さ
れ
た
と
き
は
計
画
が
判
決
時
に
遡
っ
て
有
効
に
な
る
こ
と
、
④
行
政

不
服
審
査
手
続
を
介
在
さ
せ
な
い
こ
と
で
手
続
の
複
雑
化
回
避
と
地
方
公
共
団
体
の
実
施
コ
ス
ト
削
減
を
図
る
こ
と
で
あ
る
（
103
）

。

3　

計
画
争
訟
制
度
の
導
入

さ
ら
に
、
平
成
二
四
年
六
月
一
五
日
、
日
本
弁
護
士
会
が
示
し
た
『
行
政
事
件
訴
訟
法
第
二
次
改
正
法
案
』（
以
下
、「
日
弁
連
改
正
法
案
」

と
い
う
。）
で
は
、
行
政
計
画
に
対
す
る
訴
訟
手
続
に
関
す
る
規
定
を
設
け
、
個
別
法
に
よ
る
争
訟
制
度
の
導
入
が
提
言
さ
れ
た
（
104
）

。
日
弁
連

改
正
法
案
で
は
、
行
政
事
件
訴
訟
法
四
条
の
三
を
新
設
し
計
画
に
関
す
る
不
服
の
訴
訟
と
し
て
計
画
訴
訟
を
新
た
に
定
め
て
い
る
。
そ
の

上
で
、「
法
律
に
定
め
る
場
合
に
お
い
て
、
法
律
に
定
め
る
者
に
限
り
」、
計
画
訴
訟
を
提
起
で
き
る
と
し
て
い
る
（
四
一
条
の
二
の
新
設
）。

4　

議
論
の
多
角
的
な
検
証

平
成
一
六
年
改
正
法
の
附
則
五
〇
条
が
定
め
る
「
政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
新
法
の
施
行
の

（
五
三
六
）



行
政
計
画
の
統
制
に
関
す
る
問
題
点
の
省
察
（
長
谷
川
）

一
六
九

状
況
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
」
と
い
う

規
定
を
踏
ま
え
て
、
改
正
行
政
事
件
訴
訟
法
施
行
状
況
検
証
研
究
会
に
よ
る
検
証
作
業
が
行
わ
れ
、
平
成
二
四
年
一
一
月
、『
改
正
行
政

事
件
訴
訟
法
施
行
状
況
検
証
研
究
会
報
告
書
』（
以
下
、「
平
成
二
四
年
報
告
書
」
と
い
う
。）
が
公
表
さ
れ
た
（
105
）

。
平
成
二
四
年
報
告
書
は
、
行

政
計
画
に
つ
い
て
、「
行
政
計
画
が
極
め
て
多
種
多
様
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
ご
と
に
法
的
効
果
の
有
無
及
び
内
容
も
様
々
で
あ
っ
て
、

行
政
計
画
一
般
と
し
て
問
題
を
捉
え
る
こ
と
は
困
難
な
面
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
個
別
法
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
行
政
計
画
の
法
的
効
果
の
特

質
に
つ
い
て
各
行
政
過
程
の
中
で
の
位
置
付
け
を
踏
ま
え
て
検
討
」
す
る
必
要
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
106
）

。
そ
し
て
、「
各
種
手
続
規
定

を
整
備
し
た
上
で
一
定
の
住
民
等
に
出
訴
を
保
障
す
る
と
と
も
に
違
法
事
由
の
主
張
を
制
限
す
る
と
い
っ
た
計
画
統
制
訴
訟
の
制
度
を
設

け
、
計
画
段
階
で
多
様
な
関
係
者
の
利
害
関
係
を
調
整
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
特
に
都
市
計
画
法
の
分
野
に
お
い
て
は
こ
の
よ
う
な

必
要
性
が
顕
著
で
あ
る
」
と
い
う
点
を
明
示
し
て
い
る
（
107
）

。

六　

結
語

1　

訴
訟
に
よ
る
対
応
の
限
界

平
成
二
一
年
報
告
書
と
平
成
二
四
年
報
告
書
は
、
特
別
の
訴
訟
制
度
を
構
築
し
、
違
法
性
の
是
正
を
実
現
す
る
こ
と
を
志
向
し
て
い
る

点
で
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
、
行
政
訴
訟
の
枠
組
み
で
行
政
計
画
の
客
観
的
統
制
を
図
る
場
合
、
計
画
の
ど
の
時
点
で
の
提
訴
を
適
法

と
す
る
か
と
い
う
成
熟
性
の
要
件
と
の
関
連
で
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
は
じ
め
と
す
る
先
述
の
よ
う
な
問
題
が
内
在
し
て
い
る
。
実
効
性
の
あ

る
制
度
に
す
る
た
め
、
例
え
ば
都
市
計
画
に
お
い
て
は
、
平
成
二
〇
年
地
判
で
問
題
と
な
っ
た
地
区
計
画
決
定
及
び
第
一
種
市
街
地
再
開

（
五
三
七
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

一
七
〇

発
事
業
の
都
市
計
画
決
定
も
審
査
対
象
に
包
含
す
る
枠
組
み
を
明
示
し
て
、
制
度
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
一
方
で
、
審
査
対
象
の
枠
組
み
を
拡
充
し
た
と
し
て
も
、
裁
量
審
査
に
お
い
て
実
体
判
断
代
置
の
手
法
を
広
く
取
り
入
れ
る
こ
と

に
は
限
界
が
あ
る
。
平
成
一
八
年
最
判
が
示
し
た
違
法
性
の
判
断
枠
組
み
か
ら
か
け
離
れ
た
審
査
基
準
を
打
ち
出
す
こ
と
に
は
混
乱
が
伴

う
で
あ
ろ
う
。
計
画
の
立
案
と
運
用
に
関
わ
る
行
政
庁
に
よ
る
多
角
的
な
判
断
を
、
司
法
府
が
改
め
て
全
面
的
に
審
査
す
る
の
は
不
当
性

審
査
に
等
し
く
な
っ
て
し
ま
う
。

2　

行
政
不
服
審
査
の
活
用

行
政
計
画
の
不
当
性
を
審
査
で
き
る
点
で
重
視
す
べ
き
な
の
は
、
平
成
一
八
年
報
告
書
の
採
る
裁
決
主
義
の
手
法
で
あ
る
。
行
政
不
服

審
査
の
枠
組
み
を
前
提
と
し
た
場
合
、
審
査
庁
を
ど
の
よ
う
に
設
定
す
る
か
と
い
う
問
題
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
（
108
）

。
都
市
計
画
決
定
に
係
る

事
務
は
自
治
事
務
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
都
市
計
画
決
定
権
者
に
は
上
級
行
政
庁
が
存
在
し
な
い
。
行
政
不
服
審
査
法
の
規
律
に
基
づ
く
な

ら
ば
、
都
市
計
画
決
定
権
者
が
審
査
庁
と
な
る
。
裁
決
手
続
の
客
観
性
と
合
理
性
を
確
保
す
る
た
め
、
第
三
者
性
と
専
門
性
を
兼
ね
備
え

た
組
織
構
成
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
（
109
）

。
仮
に
審
査
庁
を
国
の
機
関
と
し
て
組
織
す
る
と
、
都
市
計
画
決
定
権
限
が
都
道
府
県
及
び
市

町
村
に
あ
る
た
め
、
自
治
事
務
に
国
が
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
地
方
分
権
の
観
点
か
ら
懸
念
が
生
じ
る
。
他
方
で
、
都
道

府
県
・
市
町
村
レ
ベ
ル
で
自
己
完
結
型
に
審
査
庁
を
組
織
す
る
と
、
第
三
者
性
・
公
平
性
の
問
題
や
人
材
確
保
の
困
難
性
が
想
起
さ
れ
る
。

共
同
事
務
の
処
理
の
た
め
慎
重
で
綿
密
な
制
度
設
計
が
伴
う
が
、
地
方
公
共
団
体
の
事
務
組
合
と
し
て
、
都
市
計
画
の
審
査
庁
を
構
成
す

る
こ
と
も
一
案
で
あ
る
。
法
的
地
位
に
危
険
や
不
安
が
生
じ
た
場
合
に
、
第
三
者
機
関
が
不
当
性
も
含
め
て
速
や
か
に
審
査
・
判
断
を
行

う
こ
と
が
、
利
害
関
係
を
持
つ
当
事
者
の
権
利
利
益
保
護
の
充
実
に
繋
が
る
。

ま
た
、
裁
決
主
義
を
採
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
後
に
想
定
さ
れ
る
裁
決
取
消
訴
訟
に
お
い
て
は
、
既
に
行
政
過
程
で
論
点
整
理
が
さ
れ
た

（
五
三
八
）



行
政
計
画
の
統
制
に
関
す
る
問
題
点
の
省
察
（
長
谷
川
）

一
七
一

状
態
で
裁
判
官
が
訴
訟
手
続
に
臨
め
る
こ
と
か
ら
、
司
法
府
に
よ
る
適
法
性
審
査
の
適
正
化
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
（
110
）

。
審
査
庁
の
制

度
化
や
人
材
の
確
保
に
困
難
が
伴
う
こ
と
は
予
測
さ
れ
る
が
、
制
度
構
築
の
重
要
性
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
推
進
し
て
い
け
ば
実
現
可
能
で

あ
ろ
う
。

3　

対
象
と
な
る
計
画
の
具
体
化
と
展
望

日
弁
連
改
正
法
案
は
、
計
画
訴
訟
の
対
象
と
な
る
計
画
の
定
義
と
し
て
、「
内
閣
若
し
く
は
行
政
手
続
法
第
二
条
第
五
号
に
規
定
す
る

行
政
機
関
又
は
地
方
公
共
団
体
が
法
令
に
基
づ
き
、
公
の
目
的
の
た
め
に
目
標
を
設
定
し
、
そ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
を
総
合

的
に
提
示
す
る
も
の
」（
四
条
の
三
）
と
し
て
い
る
が
、
範
囲
が
広
く
審
査
対
象
を
ど
の
よ
う
に
画
す
る
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。

計
画
訴
訟
を
制
度
化
す
る
手
法
を
採
る
に
し
て
も
、
裁
決
主
義
の
手
法
を
採
る
に
し
て
も
、
対
象
と
な
る
計
画
が
何
か
を
客
観
的
な
指
標

に
基
づ
い
て
定
め
て
お
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

た
し
か
に
、
行
政
計
画
に
お
け
る
都
市
計
画
の
重
要
性
は
今
後
も
基
本
的
に
変
わ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
平
成
一
八
年
報
告
書
や
平
成

二
一
年
報
告
書
も
、
都
市
計
画
に
絞
っ
て
分
析
を
進
め
て
い
る
。
し
か
し
、
都
市
計
画
以
外
に
も
、
福
祉
計
画
や
一
般
廃
棄
物
処
理
計
画

な
ど
、
日
常
生
活
や
後
行
の
処
分
に
連
動
す
る
行
政
計
画
が
あ
る
。
例
え
ば
、
最
判
平
成
一
六
年
一
月
一
五
日
判
時
一
八
四
九
号
三
〇
頁

は
、
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
の
許
可
の
審
査
基
準
と
し
て
、
市
町
村
の
一
般
廃
棄
物
処
理
計
画
を
位
置
づ
け
て
い
る
。
一
般
廃
棄
物
の

処
理
に
関
す
る
行
政
作
用
の
合
理
化
を
図
る
た
め
に
策
定
さ
れ
る
計
画
が
、
そ
の
内
容
か
ら
、
許
可
の
規
制
基
準
と
な
り
、
経
済
的
自
由

権
を
制
約
す
る
公
共
性
の
判
定
基
準
と
な
っ
て
い
る
（
111
）

。
ま
た
、
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
四
年
七
月
一
日
法
律
五
八

号
）
八
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
市
町
村
が
定
め
る
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
う
ち
、
農
用
地
利
用
計
画
の
処
分
性
を
巡
っ
て
は
、
現
時

点
で
最
高
裁
判
所
に
お
け
る
判
断
は
な
い
が
、
下
級
審
で
の
判
断
は
分
か
れ
て
い
る
（
112
）

。
行
政
活
動
に
対
す
る
民
主
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
精

（
五
三
九
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

一
七
二

密
に
及
ぼ
す
た
め
に
は
、
都
市
計
画
以
外
の
行
政
計
画
に
つ
い
て
も
、
争
訟
手
続
の
充
実
が
必
要
で
あ
る
。
他
方
で
、
行
政
計
画
の
多
様

性
か
ら
み
て
、
計
画
争
訟
の
射
程
は
慎
重
に
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
事
後
的
な
争
訟
手
続
の
充
実
だ
け
で
は
、
国
民
の
権
利
利
益
保
護
に
は
十
分
で
な
い
こ
と
に
も
注
意
を
要
す
る
。
行
政
手
続
法

の
規
律
対
象
を
行
政
計
画
に
拡
張
し
、
計
画
策
定
手
続
の
民
主
化
も
今
後
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
計
画
策
定
手
続
の
民
主
的
統
制
に
関
連

す
る
問
題
点
を
一
つ
指
摘
す
る
と
、
我
が
国
の
都
市
計
画
の
決
定
過
程
で
は
、
都
市
計
画
審
議
会
が
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

（
都
市
計
画
法
一
八
条
一
項
、
一
九
条
一
項
）。「
市
町
村
が
定
め
る
都
市
計
画
は
、
議
会
の
議
決
を
経
て
定
め
ら
れ
た
当
該
市
町
村
の
建
設
に

関
す
る
基
本
構
想
に
即
し
」
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
（
都
市
計
画
法
一
五
条
三
項
前
段
）、「
か
つ
、
都
道
府
県
が
定
め
た
都
市
計
画
に

適
合
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
」
ず
（
同
条
項
後
段
）、「
市
町
村
が
定
め
た
都
市
計
画
が
、
都
道
府
県
が
定
め
た
都
市
計
画
と
抵
触
す

る
と
き
は
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
都
道
府
県
が
定
め
た
都
市
計
画
が
優
先
す
る
」（
同
条
四
項
）。
計
画
決
定
に
議
会
が
関
与
す
る
例
は

少
な
く
、
国
土
利
用
（
都
道
府
県
・
市
町
村
）
計
画
な
ど
僅
か
で
あ
る
（
113
）

。
こ
れ
は
、
地
方
分
権
改
革
以
前
は
、
都
道
府
県
知
事
の
都
市
計
画

決
定
が
機
関
委
任
事
務
で
あ
り
、
地
方
議
会
が
関
与
で
き
な
か
っ
た
こ
と
の
名
残
で
あ
る
と
も
指
摘
さ
れ
る
（
114
）

。
都
市
計
画
の
策
定
が
自
治

事
務
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
現
在
、
議
会
の
関
与
を
制
度
化
す
る
こ
と
で
民
主
的
な
計
画
策
定
を
実
現
す
る
の
も
一
案
で
あ
ろ
う
（
115
）

。

行
政
活
動
は
、
計
画
（P

lan

）
↓
実
施
（D

o

）
↓
評
価
（C

heck
）
↓
改
善
（A

ct

）
か
ら
な
る
Ｐ
Ｃ
Ｄ
Ａ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
サ
イ
ク
ル

の
下
で
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
116
）

。
こ
の
サ
イ
ク
ル
を
実
効
化
す
る
に
は
、
行
政
計
画
と
政
策
評
価
を
連
動
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
ま
た
、
主
権
者
国
民
と
行
政
機
関
の
協
働
の
充
実
化
も
重
要
と
な
る
。
平
成
二
七
年
九
月
二
五
日
に
国
際
連
合
の
第
七
〇
回
総
会
で

採
択
さ
れ
た
「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
二
〇
三
〇
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
が
掲
げ
る
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（S

ustainable D
evelopm

ent 

G
oals

。
通
称
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（117
））」

を
受
け
て
、
我
が
国
の
行
政
機
関
は
、
様
々
な
計
画
を
策
定
し
実
施
を
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
平
成
三
〇
年
四

（
五
四
〇
）



行
政
計
画
の
統
制
に
関
す
る
問
題
点
の
省
察
（
長
谷
川
）

一
七
三

月
一
七
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
第
五
次
環
境
基
本
計
画
に
お
い
て
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
活
用
し
た
環
境
・
経
済
・
社
会
の
統
合
的
向
上
を
具

体
化
す
る
こ
と
を
計
画
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
据
え
て
い
る
（
118
）

。
今
後
ま
す
ま
す
、
行
政
活
動
に
お
け
る
行
政
計
画
の
役
割
が
多
元
化
し
、
国
民

の
法
的
地
位
・
権
利
利
益
の
保
護
と
の
均
衡
、
事
前
手
続
の
拡
充
、
及
び
内
容
の
妥
当
性
を
含
め
た
客
観
的
な
審
査
と
適
切
な
評
価
が
必

要
と
な
る
。
行
政
計
画
の
法
的
性
質
の
更
な
る
検
証
を
含
め
、
複
合
的
な
考
察
と
分
析
の
継
続
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

（
1
） 

平
成
一
六
年
六
月
九
日
に
公
布
さ
れ
た
行
政
事
件
訴
訟
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
一
六
年
法
律
八
四
号
）。
こ
の
改
正
法
は
、
平
成

一
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。
以
下
本
稿
で
は
、
こ
の
改
正
法
を
「
平
成
一
六
年
改
正
法
」
と
い
う
。

（
2
） 

司
法
制
度
改
革
審
議
会
「
司
法
制
度
改
革
審
議
会
意
見
書
│
21
世
紀
の
日
本
を
支
え
る
司
法
制
度
│
」（
平
成
一
三
年
六
月
一
二
日　
第
六
三
回

議
事
）。

（
3
） 

司
法
制
度
改
革
推
進
本
部
行
政
訴
訟
検
討
会
「
行
政
訴
訟
制
度
の
見
直
し
の
た
め
の
考
え
方
」（
平
成
一
六
年
一
月
六
日
）
一
二
頁
の
福
井
秀

夫
委
員
の
意
見
。
行
政
計
画
の
ほ
か
、
行
政
指
導
に
つ
い
て
も
同
様
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
4
） 

司
法
制
度
改
革
推
進
本
部
行
政
訴
訟
検
討
会
・
前
掲
注（
3
）九
頁
。

（
5
） 

司
法
制
度
改
革
推
進
本
部
行
政
訴
訟
検
討
会
「
行
政
訴
訟
検
討
会
最
終
ま
と
め
│
検
討
の
経
過
と
結
果
│
」（
平
成
一
六
年
一
〇
月
二
九
日
）

資
料
9
（
行
政
計
画
の
司
法
審
査
）
一
一
頁
。

（
6
） 

中
川
丈
久
「
行
政
訴
訟
と
し
て
の
「
確
認
訴
訟
」
の
可
能
性
」
民
商
法
雑
誌
一
三
〇
巻
六
号
（
二
〇
〇
四
年
）
三
三
頁
。
平
成
一
六
年
改
正
法

に
お
い
て
、
四
条
に
「
公
法
上
の
法
律
関
係
に
関
す
る
確
認
の
訴
え
」
と
い
う
文
言
が
挿
入
さ
れ
た
。

（
7
） 

平
成
二
〇
年
最
判
の
解
説
・
評
釈
と
し
て
、
増
田
稔
・
最
判
解
民
事
篇
（
平
成
二
〇
年
度
）
四
四
四
頁
、
宇
賀
克
也
・
判
タ
別
冊
二
五
号
（
平

成
二
〇
年
主
判
解
）
二
七
八
頁
、
増
田
稔
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
七
三
号
（
二
〇
〇
九
年
）
六
五
頁
、
大
久
保
規
子
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
七
三
号

（
二
〇
〇
九
年
）
五
八
頁
、
人
見
剛
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
一
三
七
六
号
（
平
成
二
〇
年
重
判
解
）
五
二
頁
、
大
貫
裕
之
・
判
評
六
一
五
号
二
頁

（
五
四
一
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

一
七
四

（
判
時
二
〇
六
九
号
一
六
四
頁
〔
二
〇
一
〇
年
〕）、
山
下
竜
一
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
別
冊
二
三
六
号
（
行
政
判
例
百
選
Ⅱ
第
七
版
〔
二
〇
一
七
年
〕）

三
一
六
頁
、
橋
本
博
之
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
別
冊
二
〇
六
号
（
環
境
法
判
例
百
選
第
二
版
〔
二
〇
一
一
年
〕）
二
一
六
頁
、
増
田
稔
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊

最
高
裁
時
の
判
例
Ⅵ
（
平
成
一
八
年
〜
平
成
二
〇
年
）（
二
〇
一
〇
年
）
四
五
頁
、
山
下
竜
一
・
民
商
法
雑
誌
一
四
〇
巻
三
号
（
二
〇
〇
九
年
）

三
四
四
頁
、
山
村
恒
年
・
判
自
三
一
三
号
（
二
〇
〇
九
年
）
六
七
頁
、
江
原
勲
・
判
自
三
一
二
号
（
二
〇
〇
九
年
）
五
頁
、
中
川
丈
久
・
法
教

三
四
一
号
（
二
〇
〇
九
年
）
二
〇
頁
、
山
本
隆
司
・
法
教
三
四
〇
号
（
二
〇
〇
九
年
）
七
三
頁
、
山
本
隆
司
・
法
教
三
三
九
号
（
二
〇
〇
八
年
）

五
七
頁
、
藤
巻
秀
夫
・
札
幌
法
学
（
札
幌
大
学
）
二
〇
巻
一
・
二
号
（
二
〇
〇
九
年
）
一
一
三
頁
、
渡
邊
亙
・
白
鴎
法
学
一
五
巻
二
号
（
二
〇
〇
八

年
）
一
八
一
頁
、
大
久
保
規
子
・
法
セ
六
四
九
号
一
二
（
二
〇
〇
九
年
）
三
頁
、
髙
木
英
行
・
東
洋
法
学
五
三
巻
三
号
（
二
〇
一
〇
年
）
六
一
頁
、

大
橋
洋
一
・
自
治
研
究
八
六
巻
八
号
（
二
〇
一
〇
年
）
三
頁
な
ど
が
あ
る
。

（
8
） 

こ
の
判
決
の
解
説
・
評
釈
と
し
て
、
森
英
明
・
最
判
解
民
事
篇
（
平
成
一
八
年
度
）
一
一
四
六
頁
、
森
英
明
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
三
七
号

（
二
〇
〇
七
年
）
一
〇
三
頁
（
時
の
判
例
）、
角
松
生
史
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
一
三
五
四
号
（
平
成
一
九
年
重
判
解
）
三
八
頁
、
村
上
裕
章
・
判

評
五
八
四
号
二
頁
（
判
時
一
九
七
四
号
一
八
〇
頁
〔
二
〇
〇
七
年
〕）、
日
野
辰
哉
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
別
冊
二
三
五
号
（
行
政
判
例
百
選
Ⅰ
第
七
版

〔
二
〇
一
七
年
〕）
一
五
二
頁
、
村
上
裕
章
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
別
冊
二
〇
六
号
（
環
境
法
判
例
百
選
第
二
版
〔
二
〇
一
一
年
〕）
一
〇
八
頁
、
森
英
明
・

ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
最
高
裁
時
の
判
例
Ⅵ
（
平
成
一
八
年
〜
平
成
二
〇
年
）（
二
〇
一
〇
年
）
三
二
頁
、
見
上
崇
洋
・
民
商
法
雑
誌
一
三
六
巻
四
・
五

号
（
二
〇
〇
七
年
）
五
九
五
頁
、
名
倉
一
成
・
訟
月
五
五
巻
一
一
号
（
二
〇
〇
九
年
）
三
一
八
四
頁
、
山
村
恒
年
・
判
自
二
八
七
号
（
二
〇
〇
七

年
）
七
八
頁
、
北
村
喜
宣
・
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
四
六
巻
七
号
（
二
〇
〇
七
年
）
三
三
頁
、
山
本
隆
司
・
法
教
三
六
〇
号
（
二
〇
一
〇
年
）
一
〇
九

頁
な
ど
が
あ
る
。

（
9
） 

原
告
適
格
に
関
す
る
判
断
は
、
最
大
判
平
成
一
七
年
一
二
月
七
日
民
集
五
九
巻
一
〇
号
二
六
四
五
頁
に
お
い
て
示
さ
れ
た
。

（
10
） 

こ
の
判
決
の
解
説
・
評
釈
と
し
て
、
大
場
民
男
・
判
自
三
五
二
号
（
二
〇
一
二
年
）
五
九
頁
が
あ
る
。

（
11
） 

国
立
国
会
図
書
館
日
本
法
令
索
引
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（http://hourei.ndl.go.jp/help/ilabhelp.htm

l

）。

（
12
） 

西
谷
剛
「
行
政
計
画
論
（
一
）」
自
治
研
究
四
七
巻
五
号
（
一
九
七
一
年
）
一
六
〇
頁
。

（
13
） 

西
谷
剛
『
実
定
行
政
計
画
法
│
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
法
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
三
年
）
二
頁
。

（
五
四
二
）



行
政
計
画
の
統
制
に
関
す
る
問
題
点
の
省
察
（
長
谷
川
）

一
七
五

（
14
） 

西
谷
剛
「〈
資
料
〉
実
定
行
政
計
画
法
そ
の
後
」
行
政
法
研
究
九
号
（
二
〇
一
五
年
）
一
〇
六
頁
。

（
15
） 

総
務
省
「
平
成
二
九
年
度
総
務
省
行
政
事
業
レ
ビ
ュ
ー
行
動
計
画
」
一
・
二
頁
（http://w

w
w
.soum

u.go.jp/m
ain_content/000480752.

pdf
）。

（
16
） 
農
林
水
産
省
消
費
・
安
全
局
「
平
成
二
九
年
度
食
品
の
安
全
性
に
関
す
る
有
害
化
学
物
質
及
び
有
害
微
生
物
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
・
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
年
次
計
画
」
一
頁
（http://w

w
w
.m
aff .go.jp/j/press/syouan/seisaku/pdf/170303_1.pdf

）。
な
お
、
公
表
は
平
成
二
九
年
三
月
三
日
で

あ
る
。

（
17
） 

ま
た
近
年
は
、
行
政
活
動
に
「
基
本
方
針
」
の
策
定
が
求
め
ら
れ
る
場
面
も
多
い
。
法
律
に
よ
り
策
定
を
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
、
命
令
に
よ

り
策
定
を
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
、
条
例
を
根
拠
と
す
る
も
の
、
さ
ら
に
行
政
の
自
主
的
判
断
に
よ
り
策
定
さ
れ
て
い
る
も
の
な
ど
多
様
で
あ
る

（
碓
井
光
明
「
法
律
に
基
づ
く
「
基
本
方
針
」
│
行
政
計
画
と
の
関
係
を
中
心
と
す
る
序
論
的
考
察
│
」
明
治
大
学
法
科
大
学
院
論
集
五
号

（
二
〇
〇
八
年
）
一
頁
）。

（
18
） 

な
お
、
勅
令
も
含
め
て
辿
る
と
、
都
市
計
画
に
関
す
る
規
範
は
、
明
治
二
一
年
勅
令
六
二
号
「
東
京
市
区
改
正
条
例
」
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る

（
安
本
典
夫
『
都
市
法
概
説
（
第
三
版
）』（
法
律
文
化
社
、
二
〇
一
七
年
）
三
三
頁
）。
ま
た
、
旧
都
市
計
画
法
の
外
、
沿
革
的
に
み
て
土
地
区
画
整

理
事
業
に
関
連
す
る
法
律
と
し
て
、
耕
地
整
理
法
（
明
治
三
二
年
法
律
八
一
号
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
法
は
、「
耕
地
ノ
利
用
ヲ
増
進
ス

ル
」（
一
条
）
こ
と
を
目
的
と
す
る
耕
地
整
理
を
定
め
る
も
の
で
あ
り
、
我
が
国
在
来
の
田
区
改
正
と
西
欧
の
土
地
整
理
と
の
結
合
の
産
物
と
さ
れ

る
（
佐
藤
洋
平
・
広
田
純
一
「
わ
が
国
耕
地
整
理
法
の
成
立
と
ド
イ
ツ
耕
地
整
理
法
制
の
影
響
」
農
業
土
木
学
会
誌
六
七
巻
八
号
（
一
九
九
九
年
）

八
一
七
頁
）。
制
定
か
ら
一
〇
年
後
、
耕
地
整
理
法
は
全
面
改
正
さ
れ
「
土
地
ノ
農
業
上
ノ
利
用
ヲ
増
進
ス
ル
」（
一
条
）
こ
と
を
目
的
に
掲
げ
た
。

こ
の
改
正
に
よ
る
規
定
に
基
づ
い
て
、
耕
地
整
理
計
画
や
換
地
計
画
が
定
め
ら
れ
た
（
原
田
尚
彦
『
行
政
法
要
論
（
全
訂
第
七
版
補
訂
二
版
）』（
学

陽
書
房
、
二
〇
一
二
年
）
一
二
二
頁
）。
戦
前
は
、
古
集
落
の
道
路
計
画
に
つ
い
て
耕
地
整
理
事
業
と
土
地
区
画
整
理
事
業
が
複
合
的
に
実
施
さ
れ

た
こ
と
も
あ
っ
た
（
中
島
有
紀
子
・
浦
山
益
郎
「
戦
前
名
古
屋
の
耕
地
整
理
事
業
・
土
地
区
画
整
理
事
業
に
お
け
る
古
集
落
の
道
路
計
画
に
関
す
る

研
究
」
都
市
計
画
論
文
集
五
一
巻
三
号
（
二
〇
一
六
年
）
一
一
四
五
頁
）。
そ
の
後
耕
地
整
理
法
は
、
昭
和
二
四
年
、
土
地
改
良
法
施
行
法
（
昭
和

二
四
年
法
律
第
一
九
六
号
）
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
た
。
土
地
区
画
整
理
の
制
度
形
成
に
関
す
る
近
時
の
論
稿
と
し
て
、
簗
瀬
範
彦
「
土
地
区
画
整
理

（
五
四
三
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

一
七
六

の
制
度
形
成
に
関
す
る
史
的
考
察
」
土
木
学
会
論
文
集
Ｄ
2
七
〇
巻
一
号
（
二
〇
一
四
年
）
五
三
頁
が
あ
る
。

（
19
） 

吉
田
秀
夫
『
國
土
計
畫
論
』（
河
出
書
房
、
一
九
四
〇
年
）
三
〇
頁
以
下
。
な
お
同
書
で
は
、
国
土
計
画
に
関
す
る
最
初
の
具
体
的
な
端
緒
と

し
て
、
昭
和
一
四
年
九
月
二
二
日
の
商
工
省
地
方
工
業
化
委
員
会
の
決
議
を
指
摘
し
て
い
る
（
二
四
頁
）。
こ
の
決
議
で
は
、「
国
防
の
充
実
を
目
標

と
す
る
国
家
諸
体
制
の
整
備
強
化
」
が
急
務
と
さ
れ
、
工
業
の
地
方
分
散
を
国
防
経
済
確
立
上
不
可
欠
の
要
件
と
し
て
い
る
。

（
20
） 

美
濃
部
達
吉
『
日
本
行
政
法　
上
』（
有
斐
閣
、
一
九
三
六
年
）。

（
21
） 

田
上
穣
治
『
法
律
に
よ
る
行
政
』（
有
斐
閣
、
一
九
四
二
年
）。

（
22
） 

こ
の
二
つ
の
法
律
は
、
平
成
一
三
年
三
月
、
新
産
業
都
市
建
設
促
進
法
等
を
廃
止
す
る
法
律
（
平
成
一
三
年
法
律
一
四
号
）
に
よ
っ
て
廃
止
さ

れ
た
。

（
23
） 

高
橋
滋
『
行
政
法
』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
六
年
）
三
三
四
頁
。

（
24
） 

芝
池
義
一
「
西
ド
イ
ツ
裁
判
例
に
お
け
る
計
画
裁
量
の
規
制
原
理
」
法
学
論
叢
一
〇
五
巻
五
号
（
一
九
七
九
年
）
三
頁
。

（
25
） 

芝
池
義
一
「
行
政
計
画
」
雄
川
一
郎
ほ
か
編
『
現
代
行
政
法
大
系
第
三
巻
』（
有
斐
閣
、
一
九
八
四
年
）
三
三
四
頁
。
昭
和
五
九
年
当
時
の
体

系
書
に
お
け
る
行
政
計
画
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
同
三
四
〇
頁
に
概
説
が
あ
る
。
濱
西
隆
男
「「
行
政
計
画
」
私
論
（
一
）」
自
治
研
究
九
四
巻

三
号
（
二
〇
一
八
年
）
七
一
頁
は
、
我
が
国
の
行
政
法
理
論
が
、
行
政
計
画
に
対
し
て
本
格
的
な
関
心
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
は
、

一
九
七
〇
年
代
頃
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
26
） 

佐
藤
英
善
「
計
画
策
定
手
続
の
問
題
点
」
現
代
行
政
法
大
系
第
三
巻
（
一
九
八
四
年
）
一
四
〇
頁
。
ま
た
、
西
谷
剛
「
行
政
計
画
の
ジ
レ
ン

マ
」
横
浜
国
際
経
済
法
学
一
七
巻
三
号
（
二
〇
〇
九
年
）
二
頁
は
、「
社
会
の
変
化
が
激
し
く
、
か
つ
、
社
会
を
構
成
す
る
要
素
の
多
様
性
が
増
大

す
る
と
、
不
確
実
性
が
増
す
。
法
令
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
。
計
画
と
い
う
手
法
が
登
場
し
て
く
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
27
） 

ま
た
、
行
政
準
則
の
視
点
か
ら
、
行
政
計
画
の
法
的
性
格
と
策
定
手
続
を
詳
細
に
検
討
し
た
近
時
の
論
稿
と
し
て
、
濱
西
・
前
掲
注（
25
）に
続

く
も
の
と
し
て
、
濱
西
隆
男
「「
行
政
計
画
」
私
論
（
二
）」
自
治
研
究
九
四
巻
五
号
（
二
〇
一
八
年
）
七
三
頁
、
及
び
濱
西
隆
男
「「
行
政
計
画
」

私
論
（
三
・
完
）」
自
治
研
究
九
四
巻
七
号
（
二
〇
一
八
年
）
九
〇
頁
が
あ
る
。

（
28
） 

櫻
井
敬
子
・
橋
本
博
之
『
行
政
法
（
第
五
版
）』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
六
年
）
一
四
五
頁
。

（
五
四
四
）



行
政
計
画
の
統
制
に
関
す
る
問
題
点
の
省
察
（
長
谷
川
）

一
七
七

（
29
） 

稲
葉
馨
ほ
か
『
行
政
法
（
第
三
版
）』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
六
年
）
一
三
二
頁
。
定
義
と
し
て
こ
の
他
に
、「
公
共
事
業
そ
の
他
行
政
活
動
を
行

う
に
先
立
ち
、
行
政
庁
が
提
示
す
る
具
体
的
な
行
政
目
標
と
な
る
青
写
真
と
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
諸
施
策
を
体
系
的
に
提
示
し
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
行
政
上
の
計
画
と
位
置
付
け
る
も
の
や
（
原
田
・
前
掲
注（
18
）一
二
一
頁
）、「
行
政
機
関
が
一
定
の
行
政
活
動
を
行
う
た
め
に
策
定
す
る
計

画
」
と
し
た
う
え
で
、「
一
定
の
目
標
を
設
定
し
、
相
互
に
関
連
す
る
手
段
の
調
整
と
総
合
化
を
通
じ
て
目
標
の
実
現
を
め
ざ
す
も
の
」
が
計
画
で

あ
る
と
い
う
説
明
（
高
木
光
『
行
政
法
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
五
年
）
二
〇
三
頁
）、
政
策
構
想
を
示
す
法
形
式
で
あ
る
と
の
理
解
に
基
づ
い
て
、
複

数
の
関
係
者
と
の
対
話
の
も
と
で
、
利
害
調
整
を
図
り
な
が
ら
将
来
の
行
政
目
標
を
設
定
し
、
目
的
達
成
の
た
め
の
時
間
管
理
を
行
い
、
多
様
な
行

政
活
動
の
統
合
方
法
を
示
す
（
大
橋
洋
一
『
行
政
法
Ⅰ
現
代
行
政
過
程
論
（
第
三
版
）』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
六
年
）
一
四
七
頁
）
と
い
う
説
明
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
。

（
30
） 

見
上
崇
洋
「
行
政
計
画
」
磯
部
力
ほ
か
編
『
行
政
法
の
新
構
想
Ⅱ　
行
政
作
用
・
行
政
手
続
・
行
政
情
報
法
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
八
年
）
五
一

頁
。
ま
た
、
大
橋
・
前
掲
注（
29
）一
二
八
頁
以
下
は
、
行
政
機
関
の
準
則
策
定
活
動
と
し
て
、
行
政
基
準
と
と
も
に
行
政
計
画
を
位
置
づ
け
て
い
る
。

そ
こ
で
は
、
行
政
基
準
は
法
律
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
法
律
規
定
を
詳
細
化
し
た
も
の
で
あ
る
一
方
、
行
政
計
画
は
行
政
機
関
に
よ
る
目
標
設
定

と
そ
れ
に
向
け
た
諸
手
段
の
統
合
、
目
標
の
段
階
的
実
現
（
目
標
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
と
い
う
特
徴
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

（
31
） 

昭
和
四
〇
年
代
ま
で
遡
る
と
、
例
え
ば
以
下
の
よ
う
な
定
義
づ
け
が
示
さ
れ
て
い
る
。

「
一
般
に
、
行
政
上
の
事
務
や
事
業
を
実
施
し
、
ま
た
は
行
政
上
の
政
策
を
形
成
す
る
た
め
に
、
行
政
機
関
に
よ
つ
て
策
定
さ
れ
た
行
政
の
指
導

目
標
で
あ
る
」（
成
田
頼
明
ほ
か
『
現
代
行
政
法
』（
有
斐
閣
、
一
九
六
九
年
）
一
六
六
頁
）。

「
将
来
到
達
で
き
る
で
あ
ろ
う
行
政
目
標
を
思
考
上
先
取
り
す
る
設
計
、
お
よ
び
そ
の
設
計
を
完
成
す
る
た
め
に
企
画
さ
れ
た
行
為
」（
杉
村
敏
正

編
『
行
政
法
概
説
』（
有
斐
閣
、
一
九
六
九
年
）
一
三
九
頁
）。

「
行
政
上
の
目
的
達
成
の
た
め
の
行
政
機
関
に
よ
る
目
標
設
定
行
為
」（
成
田
頼
明
ほ
か
編
『
行
政
法
講
義
下
巻
』（
青
林
書
院
新
社
、
一
九
七
〇

年
）
二
一
三
頁
）。

「
行
政
機
関
が
、
積
極
的
な
行
政
活
動
の
目
標
を
設
定
し
、
そ
の
達
成
の
た
め
の
手
段
を
総
合
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
具
体
的
活
動
の
基
準
を
設

定
す
る
行
為
」（
西
谷
剛
『
計
画
行
政
の
課
題
と
展
望
│
行
政
計
画
と
法
律
│
』（
第
一
法
規
、
一
九
七
一
年
）
五
九
頁
、
西
谷
・
前
掲
注（
12
）

（
五
四
五
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

一
七
八

一
六
七
頁
）。

「
国
家
（
公
共
団
体
を
含
む
）
ま
た
は
そ
の
機
関
が
、
一
定
の
行
政
活
動
を
行
う
た
め
に
一
定
の
目
標
を
設
定
し
、
相
互
に
関
連
性
の
あ
る
行
政

手
段
の
調
整
と
総
合
化
を
通
じ
て
目
標
と
し
て
示
さ
れ
た
将
来
時
点
に
お
け
る
一
定
の
秩
序
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
構
想
ま
た
は
そ
の
た

め
の
活
動
基
準
の
設
定
行
為
」（
成
田
頼
明
「
計
画
行
政
に
お
け
る
空
間
形
成
計
画
の
意
義
と
法
律
問
題
（
上
）」
ジ
ュ
リ
ス
ト
五
二
三
号

（
一
九
七
三
年
）
二
二
頁
）。

「
行
政
機
関
が
将
来
を
展
望
し
て
一
定
の
行
政
目
標
を
設
定
し
そ
の
達
成
の
た
め
の
方
策
を
企
画
す
る
こ
と
」（
広
岡
隆
『
行
政
法
総
論
』（
ミ
ネ

ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
七
三
年
）
一
三
六
頁
）。

「
将
来
に
お
け
る
行
政
秩
序
の
積
極
的
な
形
成
を
目
的
と
し
て
、
行
政
上
の
到
達
目
標
を
思
考
上
先
取
り
す
る
設
計
、
な
ら
び
に
そ
の
設
計
を
完

成
す
る
た
め
の
プ
ロ
セ
ス
と
総
合
的
手
段
を
設
定
し
て
行
政
活
動
の
指
針
を
定
め
る
行
為
」（
金
子
芳
雄
ほ
か
編
『
行
政
法
（
上
）』（
法
学
書
院
、

一
九
七
四
年
）
一
九
七
頁
）。

昭
和
五
〇
年
代
に
入
り
、
現
代
行
政
の
構
造
的
特
色
と
し
て
の
行
政
計
画
に
関
わ
る
実
質
的
な
考
察
が
拡
大
し
（
遠
藤
博
也
『
計
画
行
政
法
』

（
学
陽
書
房
、
一
九
七
六
年
）
一
五
頁
）、
諸
定
義
に
共
通
す
る
中
心
的
メ
ル
ク
マ
ー
ル
が
指
摘
さ
れ
る
に
至
っ
た
（
宮
田
三
郎
『
行
政
計
画
法
』

（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
八
四
年
）
一
六
頁
）。
近
時
は
、
一
般
的
用
語
と
し
て
計
画
が
「
目
標
を
設
定
し
、
そ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
と
総

合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
人
の
活
動
基
準
」
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
行
政
上
こ
れ
を
用
い
る
際
の
行
政
活
動
基
準
と
し
て
把
握
す
る
見
方

も
あ
る
（
西
谷
・
前
掲
注（
13
）五
頁
）。

（
32
） 

櫻
井
・
橋
本
・
前
掲
注（
28
）一
四
五
頁
、
塩
野
宏
『
行
政
法
Ⅰ
（
第
六
版
）』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
五
年
）
二
三
四
頁
、
藤
田
宙
靖
『
行
政
法
総

論
』（
二
〇
一
三
年
、
青
林
書
院
）
三
三
〇
頁
、
芝
池
義
一
『
行
政
法
総
論
講
義
（
第
四
版
補
訂
版
）』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
六
年
）
二
二
四
頁
、
西

谷
・
前
掲
注（
13
）五
頁
、
大
橋
・
前
掲
注（
29
）一
二
八
頁
、
見
上
・
前
掲
注（
30
）五
二
頁
。

（
33
） 

更
に
、
こ
の
よ
う
な
計
画
活
動
を
、
⑴
計
画
内
容
そ
れ
自
体
、
⑵
計
画
の
策
定
手
続
、
⑶
計
画
決
定
行
為
、
⑷
計
画
の
実
施
活
動
等
様
々
な
要

素
に
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
藤
田
・
前
掲
注（
32
）三
三
一
頁
）。

（
34
） 

大
橋
・
前
掲
注（
29
）一
四
七
頁
。

（
五
四
六
）



行
政
計
画
の
統
制
に
関
す
る
問
題
点
の
省
察
（
長
谷
川
）

一
七
九

（
35
） 

宇
賀
克
也
『
行
政
法
概
説
Ⅰ
行
政
法
総
論
（
第
六
版
）』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
七
年
）
三
〇
四
頁
、
大
橋
・
前
掲
注（
29
）一
四
七
頁
。

（
36
） 

具
体
的
に
は
、
都
市
地
域
に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
都
市
計
画
区
域
及
び
準
都
市
計
画
区
域
が
規
制
対
象
と
な
り
、
他
そ
れ
ぞ
れ
、

農
業
地
域
に
関
し
て
は
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
、
森
林
地
域
に
関
し
て
は
森
林
法
、
自
然
公
園
地
域
に
関
し
て
は
自
然
公
園
法
、
そ

し
て
自
然
保
全
地
域
に
関
し
て
は
自
然
環
境
保
全
法
が
、
規
制
の
個
別
法
と
な
る
。

（
37
） 

安
本
・
前
掲
注（
18
）二
〇
頁
、
大
橋
・
前
掲
注（
29
）一
四
七
頁
。

（
38
） 

遠
藤
・
前
掲
注（
31
）五
二
頁
は
、「
公
益
と
は
超
越
的
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
て
、
あ
る
い
み
で
対
立
紛
争
と
協
力
協
調
と
の
間
の
妥

協
の
産
物
と
し
て
手
続
の
中
か
ら
生
み
出
さ
れ
て
く
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
土
地
政
策
と
公
益
性
の
観
点
か
ら
、
規
制
行
政
の
場
面
で
は

権
利
利
益
の
侵
害
に
つ
い
て
公
益
上
の
理
由
が
必
要
で
あ
り
、
給
付
行
政
の
場
面
で
は
公
費
・
公
的
組
織
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
の
公
益
上
の
理

由
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
具
体
的
な
公
益
を
確
定
す
る
と
期
待
さ
れ
る
の
が
土
地
利
用
計
画
で
あ
る
と
す
る
論
者
も
い
る
（
西
谷
剛
「
土
地

政
策
の
系
譜
と
公
益
性
の
変
化
」
横
浜
国
際
経
済
法
学
一
〇
巻
一
号
（
二
〇
〇
一
年
）
一
一
頁
、
一
八
頁
）。

（
39
） 

大
橋
・
前
掲
注（
28
）一
五
〇
頁
。
規
範
的
・
命
令
的
計
画
（der norm

ative oder im
perative P

lan

）、
誘
導
的
計
画
（der infl uenzierte 

P
lan

）
及
び
指
示
的
・
情
報
的
計
画
（der indicative oder inform

ative P
lan

）
の
三
分
類
を
基
盤
と
す
る
分
け
方
で
あ
る
（
西
谷
・
前
掲
注

（
13
）二
一
頁
、
宮
田
・
前
掲
注（
31
）一
四
頁
）。
た
だ
し
、
こ
の
三
分
類
は
、
も
と
も
と
計
画
保
証
（die P

langew
ährleistung

）
を
分
析
す
る
際

に
定
立
さ
れ
た
点
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
（
乙
部
哲
郎
「
国
家
計
画
の
変
更
と
信
頼
保
護
」
神
戸
学
院
法
学
六
巻
三
号
（
一
九
七
六
年
）
六
頁
、

O
ldiges, G

rundlagen eines P
langew

ährleistungsrechts, 1970 S
 91-93

）。

（
40
） 

平
成
六
年
最
判
は
、「
区
域
内
の
個
人
の
権
利
義
務
に
対
し
て
具
体
的
な
変
動
を
与
え
る
と
い
う
法
律
上
の
効
果
を
伴
う
も
の
で
は
な
く
、
抗

告
訴
訟
の
対
象
と
な
る
処
分
に
は
当
た
ら
な
い
」
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
非
完
結
型
の
土
地
区
画
整
理
事
業
計
画
の
処
分
性

を
否
定
し
た
旧
来
の
青
写
真
判
決
と
、
完
結
型
の
用
途
地
域
指
定
の
処
分
性
を
否
定
し
た
最
判
昭
和
五
七
年
四
月
二
二
日
民
集
三
六
巻
四
号
七
〇
五

頁
の
経
過
か
ら
、
当
時
と
し
て
は
当
然
の
結
論
で
あ
っ
た
と
の
評
価
も
あ
る
（
武
田
真
一
郎
「
地
区
計
画
と
抗
告
訴
訟
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊

一
〇
六
八
号
（
平
成
六
年
重
判
解
）
三
四
頁
）。

（
41
） 

地
区
計
画
決
定
の
処
分
性
を
否
定
し
た
事
例
と
し
て
、
平
成
二
〇
年
地
判
の
ほ
か
、
東
京
地
判
平
成
二
五
年
二
月
二
八
日
（L

E
X
/D
B

文
献

（
五
四
七
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

一
八
〇

番
号
二
五
五
一
〇
七
一
四
）
が
あ
る
。

（
42
） 

昭
和
五
九
年
最
判
は
、
具
体
的
な
理
由
付
け
を
掲
げ
て
い
な
い
。
原
告
ら
の
控
訴
を
棄
却
し
た
原
審
（
大
阪
高
判
昭
和
五
八
年
一
二
月
二
一
日

判
自
三
号
一
〇
〇
頁
）
は
、
第
一
審
（
神
戸
地
判
昭
和
五
七
年
四
月
二
八
日
訟
月
二
八
巻
七
号
一
四
五
七
頁
）
の
理
由
付
け
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
た
上
で
、

「
建
築
制
限
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
建
築
物
の
建
築
に
つ
き
行
政
庁
の
許
可
を
申
請
す
る
こ
と
を
要
す
る
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の

段
階
で
は
行
政
庁
の
態
度
は
未
定
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
そ
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
こ
れ
に
対
す
る
行
政
庁
の
行
為
（
不
許
可
）
に
よ
つ
て
制
限

の
効
果
が
生
ず
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
都
市
計
画
決
定
の
告
示
に
よ
る
建
築
行
為
等
の
制
限
は
な
お
一
般
的
抽
象
的
な
性
質
の
も
の
と

い
わ
ざ
る
を
え
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
第
一
審
は
、「
市
街
地
再
開
発
事
業
は
、
こ
れ
を
全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
施
行
区
域
内
の
土
地
、
建
物
の

所
有
者
等
の
権
利
に
重
大
な
変
動
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
も
の
の
、「
都
市
計
画
決
定
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
、

特
定
の
地
域
に
つ
い
て
都
市
計
画
と
し
て
市
街
地
再
開
発
事
業
を
施
行
す
る
こ
と
を
決
め
、
爾
後
進
展
す
る
手
続
の
基
本
と
な
る
事
項
を
一
般
的
抽

象
的
に
定
め
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
れ
は
も
と
よ
り
特
定
の
個
人
を
対
象
と
し
て
な
さ
れ
る
も
の
で
は
な
」
く
、「
個
人
の
法
律
上
の

地
位
な
い
し
権
利
義
務
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
性
質
の
も
の
で
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
特
に
そ
の
段
階
で
取
消
訴
訟
を
提
起
し
う

る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
法
律
の
規
定
も
存
し
な
い
か
ら
、
そ
れ
は
取
消
訴
訟
の
対
象
と
な
る
処
分
に
は
当
ら
な
い
」
と
し
て
、
処
分
性
を
否
定
し

て
い
る
。

（
43
） 

第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
に
係
る
都
市
計
画
決
定
の
処
分
性
を
否
定
し
た
事
例
と
し
て
、
平
成
二
〇
年
地
判
の
ほ
か
、
東
京
地
判
平
成
二
八

年
四
月
五
日
（L

E
X
/D
B

文
献
番
号
二
五
五
三
六
三
四
二
）
が
あ
る
。

（
44
） 

平
成
二
〇
年
地
判
の
ほ
か
、
確
認
の
利
益
を
否
定
し
た
近
時
の
事
例
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

⑴
大
阪
高
判
平
成
二
四
年
九
月
二
八
日
（L

E
X
/D
B

文
献
番
号
二
五
四
八
三
一
二
八
）

都
市
計
画
道
路
の
変
更
決
定
に
つ
い
て
、
計
画
変
更
後
の
道
路
区
域
内
又
は
そ
の
周
辺
に
居
住
す
る
者
ら
が
、
計
画
変
更
が
違
法
で
あ
る
こ
と
の

確
認
を
求
め
た
事
例
。

⑵
東
京
地
判
平
成
二
七
年
一
一
月
一
七
日
（
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）
及
び
こ
の
控
訴
審
で
あ
る
東
京
高
判
平
成
二
八
年
四
月
二
八
日
（
裁
判
所

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）

（
五
四
八
）



行
政
計
画
の
統
制
に
関
す
る
問
題
点
の
省
察
（
長
谷
川
）

一
八
一

都
市
計
画
区
域
内
に
居
住
す
る
者
が
、
都
市
計
画
が
違
法
で
あ
る
こ
と
、
建
築
制
限
を
受
け
な
い
地
位
に
あ
る
こ
と
、
及
び
都
市
計
画
決
定
の
廃

止
手
続
を
と
ら
な
い
こ
と
の
違
法
確
認
を
求
め
た
事
例
（
他
に
、
都
市
計
画
決
定
の
無
効
確
認
及
び
都
市
計
画
の
廃
止
手
続
を
求
め
る
訴
え
も
提
起

し
て
い
た
。）。

（
45
） 
安
本
・
前
掲
注（
18
）七
二
頁
、
ヴ
ェ
ン
フ
リ
ー
ト
・
ブ
ロ
ー
ム
／
大
橋
洋
一
『
都
市
計
画
法
の
比
較
研
究
│
日
独
比
較
を
中
心
と
し
て
』（
日

本
評
論
社
、
一
九
九
五
年
）
三
三
九
頁
以
下
。

（
46
） 

地
区
計
画
は
、
他
の
都
市
計
画
、
市
街
化
区
域
や
用
途
地
域
の
上
に
重
複
し
て
掛
け
ら
れ
、
一
般
的
規
制
に
加
え
て
地
区
計
画
の
規
制
を
加
え

る
構
造
と
な
っ
て
い
る
（
山
下
淳
「
地
区
計
画
の
法
的
性
質
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
行
政
法
の
争
点
（
新
版
）（
一
九
九
〇
年
）
二
九
六
頁
）。
ま
た
、

地
区
計
画
制
度
に
つ
い
て
は
、
藤
原
淳
一
郎
「
都
市
計
画
法
上
の
地
区
計
画
決
定
・
告
示
の
処
分
性
」
判
評
四
三
五
号
二
一
頁
（
判
時
一
五
二
一
号

一
八
三
頁
〔
一
九
九
五
年
〕）
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

（
47
） 

都
市
計
画
決
定
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
、
西
谷
剛
「
都
市
計
画
決
定
の
法
的
性
質
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
行
政
法
の
争
点
（
新
版
）（
一
九
九
〇

年
）
二
七
八
頁
参
照
。
ま
た
、
市
街
地
再
開
発
事
業
の
流
れ
に
つ
い
て
、
ブ
ロ
ー
ム
／
大
橋
・
前
掲
注（
45
）三
六
八
頁
以
下
参
照
。

（
48
） 

こ
れ
に
対
し
て
、
第
二
種
市
街
地
再
開
発
事
業
で
は
、
任
意
買
収
と
公
用
収
用
の
方
法
が
用
い
ら
れ
る
。
第
二
種
市
街
地
再
開
発
事
業
の
事
業

計
画
の
決
定
に
処
分
性
を
認
め
た
の
が
、
最
判
平
成
四
年
一
一
月
二
六
日
民
集
四
六
巻
八
号
二
六
五
八
頁
で
あ
る
。

（
49
） 

第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
に
お
け
る
公
用
権
利
変
換
を
狭
義
の
公
用
権
利
変
換
と
し
て
把
握
し
、
公
用
換
地
と
合
わ
せ
て
言
わ
ば
広
義
の
公

用
権
利
変
換
と
位
置
付
け
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
広
義
の
公
用
権
利
変
換
と
相
対
す
る
手
法
は
、
収
用
で
あ
る
。

（
50
） 

櫻
井
・
橋
本
・
前
掲
注（
28
）二
七
七
頁
。

（
51
） 

こ
の
事
実
は
原
告
ら
の
主
張
に
掲
げ
ら
れ
た
事
実
で
あ
る
が
、
被
告
は
こ
の
事
実
を
争
っ
て
い
な
い
。

（
52
） 

古
崎
慶
長
「
昭
和
五
九
年
最
判
判
批
」
判
自
昭
和
六
〇
年
一
四
号
六
八
頁
。

（
53
） 

藤
原
・
前
掲
注（
46
）二
五
頁
。

（
54
） 

中
川
・
前
掲
注（
6
）二
二
頁
。

（
55
） 

橋
本
博
之
『
解
説
改
正
行
政
事
件
訴
訟
法
』（
二
〇
〇
四
年
、
弘
文
堂
）
八
四
頁
、
小
林
久
起
『
行
政
事
件
訴
訟
法
』（
二
〇
〇
四
年
、
商
事
法

（
五
四
九
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

一
八
二

務
）
二
〇
三
頁
、
高
木
光
『
行
政
訴
訟
論
』（
二
〇
〇
五
年
、
有
斐
閣
）
七
九
頁
、
春
日
修
「
取
消
訴
訟
と
確
認
訴
訟
（
当
事
者
訴
訟
）
に
お
け
る

《
司
法
審
査
に
適
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
》
に
つ
い
て
」
愛
知
大
学
法
学
部
法
経
論
集
二
〇
三
号
（
二
〇
一
五
年
）
二
一
頁
。

（
56
） 
中
川
・
前
掲
注（
6
）七
頁
。

（
57
） 
中
川
・
前
掲
注（
6
）一
四
頁
。
新
堂
幸
次
『
新
民
事
訴
訟
法
（
第
五
版
）』（
二
〇
一
一
年
、
弘
文
堂
）
二
七
〇
頁
、
高
橋
宏
『
重
点
講
義
民
事

訴
訟
法
上
（
第
二
版
補
訂
版
）』（
二
〇
一
三
年
、
有
斐
閣
）
三
六
三
頁
。
大
阪
地
判
平
成
一
九
年
八
月
一
〇
日
判
タ
一
二
六
一
号
一
六
四
頁
も
、
道

路
交
通
法
違
反
に
基
づ
く
付
加
点
数
の
無
効
確
認
訴
訟
に
お
い
て
、
同
様
の
判
断
基
準
を
示
し
て
い
る
。

（
58
） 

春
日
修
「
確
認
訴
訟
（
当
事
者
訴
訟
）
の
利
用
場
面
と
確
認
の
利
益
」
愛
知
大
学
法
学
部
法
経
論
集
一
九
九
号
（
二
〇
〇
九
年
）
一
〇
九
頁
は
、

都
市
計
画
に
係
る
訴
訟
の
ほ
か
、
平
成
一
六
年
改
正
後
の
確
認
訴
訟
の
主
た
る
利
用
場
面
と
し
て
、
①
規
制
の
排
除
、
②
申
請
拒
否
等
の
予
防
的
排

除
、
③
受
給
の
確
保
、
及
び
④
権
限
行
使
の
要
求
を
措
定
し
て
分
析
し
て
い
る
。

（
59
） 

新
堂
・
前
掲
注（
57
）二
七
〇
頁
、
高
橋
・
前
掲
注（
57
）三
六
三
頁
。

（
60
） 

Ｘ
ら
が
不
動
産
を
所
有
し
て
い
る
の
は
決
定
①
に
係
る
地
区
計
画
の
区
域
内
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
原
告
適
格
に
つ
い
て
は
な
お
別
途
検
討
が
必

要
と
な
る
が
、
理
論
上
確
認
の
利
益
と
原
告
適
格
は
区
別
さ
れ
て
い
る
。
仮
に
本
件
で
、
裁
判
所
が
所
有
地
の
位
置
も
含
め
て
確
認
の
利
益
を
判
断

し
た
の
だ
と
し
て
も
、
そ
の
判
断
過
程
を
明
示
せ
ず
に
確
認
の
利
益
を
否
定
す
る
結
論
を
示
す
の
は
妥
当
で
な
い
。

（
61
） 

大
坪
丘
・
最
判
解
民
事
篇
（
平
成
一
一
年
度
）
八
頁
。

（
62
） 

髙
橋
・
前
掲
注（
57
）三
七
八
頁
以
下
。

（
63
） 

山
本
隆
司
「
訴
訟
類
型
・
行
政
行
為
・
法
関
係
」
民
商
法
雑
誌
一
三
〇
巻
四
・
五
号
（
二
〇
〇
四
年
）
六
四
四
頁
。

（
64
） 

小
早
川
光
郎
・
阿
部
泰
隆
・
芝
池
義
一
「
鼎
談
行
政
訴
訟
検
討
会
の
『
考
え
方
』
を
め
ぐ
っ
て
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
六
三
号
（
二
〇
〇
四
年
）

二
九
頁
（
阿
部
泰
隆
発
言
）。

（
65
） 

山
田
洋
「
確
認
訴
訟
の
行
方
」
法
律
時
報
七
七
巻
三
号
（
二
〇
〇
五
年
）
四
五
頁
。

（
66
） 

春
日
・
前
掲
注（
55
）二
三
頁
は
、
確
認
訴
訟
（
当
事
者
訴
訟
）
に
関
す
る
裁
判
例
が
確
認
の
利
益
を
認
め
る
の
に
依
拠
し
た
「
危
険
・
不
安
の

現
実
性
」
と
、
最
高
裁
判
所
が
判
例
に
お
い
て
処
分
性
を
拡
充
す
る
際
に
依
拠
し
た
当
該
行
為
の
「
実
質
的
効
果
」
の
間
に
あ
る
程
度
共
通
性
が
あ

（
五
五
〇
）



行
政
計
画
の
統
制
に
関
す
る
問
題
点
の
省
察
（
長
谷
川
）

一
八
三

る
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
67
） 

中
川
丈
久
「
処
分
性
を
巡
る
最
高
裁
判
例
の
最
近
の
展
開
に
つ
い
て
」
藤
山
雅
行
・
村
田
斉
志
編
『
新
・
裁
判
実
務
大
系
二
五
巻　
行
政
争
訟

（
改
訂
版
）』（
青
林
書
院
、
二
〇
一
二
年
）
一
四
〇
頁
。

（
68
） 
高
木
光
「
救
済
拡
充
論
の
今
後
の
課
題
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
七
七
号
（
二
〇
〇
四
年
）
一
八
頁
は
、
平
成
二
〇
年
地
判
が
引
用
す
る
地
区
計
画

に
関
す
る
平
成
六
年
最
判
に
つ
い
て
、「
改
正
法
の
下
で
は
、
確
認
訴
訟
を
認
め
る
方
向
で
検
討
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
69
） 

小
幡
純
子
・
判
評
五
七
三
号
九
頁
（
判
時
一
九
四
〇
号
一
七
九
頁
〔
二
〇
〇
六
年
〕）。

（
70
） 

交
告
尚
史
・
法
教
三
〇
四
号
（
二
〇
〇
六
年
）
一
七
二
頁
。

（
71
） 

東
京
都
市
計
画
都
市
高
速
鉄
道
第
九
号
線
に
係
る
都
市
計
画
に
つ
い
て
、
東
京
都
知
事
が
、
都
市
計
画
法
（
平
成
四
年
法
律
八
二
号
に
よ
る
改

正
前
の
も
の
）
二
一
条
二
項
が
準
用
す
る
同
法
一
八
条
一
項
に
基
づ
く
変
更
を
行
い
、
平
成
五
年
二
月
一
日
付
け
で
告
示
し
た
も
の
。

（
72
） 

見
上
崇
洋
「
判
批
」
民
商
法
雑
誌
一
三
六
巻
四
＝
五
号
（
二
〇
〇
七
年
）
六
〇
四
頁
。

（
73
） 

大
場
・
前
掲
注（
10
）六
一
頁
。

（
74
） B

V
erw
G
E
 B
d. 34, S

. 301. 

ゲ
マ
イ
ン
デ
の
建
設
詳
細
計
画
に
対
し
、
県
知
事
（der R

egierungspräsident

）
が
認
可
を
拒
否
し
た
た
め
、

ゲ
マ
イ
ン
デ
が
県
知
事
を
被
告
と
し
て
提
起
し
た
義
務
付
け
訴
訟
で
あ
る
（
芝
池
義
一
「
計
画
裁
量
概
念
の
一
考
察
」
広
岡
隆
・
高
田
敏
・
室
井
力

編
集
代
表
『
現
代
行
政
と
法
の
支
配
（
杉
村
敏
正
先
生
還
暦
記
念
）』（
有
斐
閣
、
一
九
七
六
年
）
一
九
一
頁
、
高
橋
滋
『
現
代
型
訴
訟
と
行
政
裁

量
』（
弘
文
堂
、
一
九
九
〇
年
）
四
二
頁
）。

（
75
） 

ド
イ
ツ
に
お
け
る
都
市
建
設
計
画
の
最
初
の
立
脚
点
は
、
一
八
六
八
年
に
定
め
ら
れ
た
バ
ー
デ
ン
地
方
道
路
法
（das B

adische 

O
rtsstraßengesetz

）
と
一
八
七
一
年
の
プ
ロ
イ
セ
ン
建
築
線
法
（das P

reußische F
luchtliniengesetz

）
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
ブ
ロ
ー
ム
／

大
橋
・
前
掲
注（
45
）二
〇
頁
）。

（
76
） 

連
邦
建
設
法
は
、
一
九
七
六
年
八
月
一
八
日
の
法
律
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
、
改
正
法
は
一
九
七
七
年
一
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
改
正
に

よ
っ
て
、
建
設
管
理
計
画
（die B

auleitpläne

）
の
策
定
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
事
項
が
明
記
さ
れ
る
な
ど
、
規
定
が
充
実
化
し
た
（
芝

池
・
前
掲
注（
74
）一
九
〇
頁
）。

（
五
五
一
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

一
八
四

（
77
） 

連
邦
建
設
法
に
お
い
て
、
建
設
管
理
計
画
は
、
準
備
的
性
質
を
有
す
る
土
地
利
用
計
画
（der F

lächennutzungsplan

）
と
拘
束
力
を
有
す
る

建
設
詳
細
計
画
か
ら
な
る
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
計
画
は
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
に
お
け
る
土
地
の
建
築
そ
の
他
の
利
用
を
準
備
し
指
導
す
る
も

の
で
あ
り
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
に
よ
り
自
己
の
責
任
に
お
い
て
策
定
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
（
同
法
一
条
一
項
二
項
、
二
条
一
項
）。
な
お
、

F
lächennutzungsplan

は
Ｆ
プ
ラ
ン
、B

ebauungsplan

は
Ｂ
プ
ラ
ン
と
通
称
さ
れ
る
。
ま
た
、
訳
語
と
し
て
は
、B

auleitplan

を
「
都
市
建
設

計
画
」
と
す
る
論
稿
が
あ
り
（H

arm
ut D
ieterich

ほ
か
著　
阿
部
成
治
訳
『
西
ド
イ
ツ
の
都
市
計
画
制
度
│
建
築
の
秩
序
と
自
由
│
』（
学
芸
出
版

社
、
一
九
八
一
年
）
二
四
頁
）、
ま
た
、Bebauungsplan

を
「
地
区
詳
細
計
画
」
と
す
る
論
稿
が
あ
る
（
ブ
ロ
ー
ム
／
大
橋
・
前
掲
注（
45
）六
六
頁
、

大
橋
洋
一
『
都
市
空
間
制
御
の
法
理
論
』（
二
〇
〇
八
年
、
有
斐
閣
）
六
一
頁
、
湊
二
郎
「
建
設
管
理
計
画
の
衡
量
統
制
に
関
す
る
一
考
察
│
衡
量

過
程
の
統
制
を
中
心
に
│
」
近
畿
大
学
法
学
五
七
巻
二
号
（
二
〇
〇
九
年
）
九
六
頁
）。

（
78
） 

西
谷
・
前
掲
注（
13
）四
四
頁
、
遠
藤
・
前
掲
注（
31
）八
八
頁
、
宮
田
・
前
掲
注（
31
）八
七
頁
、
及
び
芝
池
・
前
掲
注（
74
）一
九
一
頁
。

（
79
） B

verw
G
E
 B
d. 45, S

. 309.

（
80
） 

な
お
、
こ
の
二
つ
の
判
決
が
出
さ
れ
た
後
、
建
設
詳
細
計
画
は
、
一
九
七
六
年
の
行
政
裁
判
所
法
改
正
に
よ
り
連
邦
全
域
に
お
い
て
上
級
行
政

裁
判
所
に
よ
る
規
範
統
制
（die N
orm
enkontrolle

）
の
対
象
と
さ
れ
た
（
湊
・
前
掲
注（
77
）九
四
頁
）。

（
81
） 

計
画
高
権
と
は
、
生
存
配
慮
の
枠
内
に
お
け
る
給
付
な
ど
他
の
多
く
の
明
示
さ
れ
て
い
な
い
自
治
行
政
事
務
と
並
ん
で
、
自
己
の
市
町
村
領
域

内
の
地
域
計
画
策
定
は
不
可
欠
な
も
の
と
し
て
、
市
町
村
の
自
治
行
政
事
務
に
属
す
る
こ
と
を
い
う
（
ブ
ロ
ー
ム
／
大
橋
・
前
掲
注（
45
）九
五
頁
）。

（
82
） B

V
erw
G
E
 B
d. 34, S

. 304.

（
83
） 

湊
・
前
掲
注（
77
）一
二
四
頁
。

（
84
） 

山
本
隆
司
「
行
政
訴
訟
に
関
す
る
外
国
法
制
調
査
│
ド
イ
ツ
（
上
）」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
三
八
号
（
二
〇
〇
三
年
）
八
六
頁
、
湊
二
郎
「
都
市

計
画
を
争
う
訴
訟
の
現
状
と
課
題
」
立
命
館
法
学
二
〇
一
七
年
四
号
（
三
七
四
号
）
一
頁
。

（
85
） 

司
法
研
修
所
『
ド
イ
ツ
に
お
け
る
行
政
裁
判
制
度
の
研
究
』（
法
曹
会
、
二
〇
〇
〇
年
）
一
九
七
頁
。

（
86
） 

ブ
ロ
ー
ム
／
大
橋
・
前
掲
注（
45
）一
四
六
頁
以
下
、
財
団
法
人
都
市
計
画
協
会
都
市
計
画
争
訟
研
究
会
『
都
市
計
画
争
訟
研
究
報
告
書
』

（
二
〇
〇
六
年
）
三
〇
頁
。

（
五
五
二
）



行
政
計
画
の
統
制
に
関
す
る
問
題
点
の
省
察
（
長
谷
川
）

一
八
五

（
87
） 

ブ
ロ
ー
ム
／
大
橋
・
前
掲
注（
45
）一
一
一
頁
。

（
88
） 

ブ
ロ
ー
ム
／
大
橋
・
前
掲
注（
45
）一
三
二
頁
。

（
89
） 
ブ
ロ
ー
ム
／
大
橋
・
前
掲
注（
45
）一
四
一
頁
以
下
、
湊
・
前
掲
注（
77
）九
三
頁
以
下
。

（
90
） 
ブ
ロ
ー
ム
／
大
橋
・
前
掲
注（
45
）一
三
九
頁
。

（
91
） 

大
橋
・
前
掲
注（
77
）一
〇
六
頁
、
湊
・
前
掲
注（
84
）一
三
頁
。

（
92
） 

大
橋
・
前
掲
注（
77
）一
〇
六
頁
。

（
93
） 

西
谷
・
前
掲
注（
13
）五
一
頁
。

（
94
） 

友
岡
史
仁
「
行
政
裁
量
と
そ
の
統
制
基
準
」
小
早
川
光
郎
・
青
栁
馨
編
著
『
論
点
体
系
判
例
行
政
法
2
』（
第
一
法
規
、
二
〇
一
七
年
）

四
八
一
頁
。

（
95
） 

川
崎
興
太
「
計
画
裁
量
の
司
法
的
統
制
と
都
市
計
画
訴
訟
制
度
及
び
都
市
計
画
制
度
の
再
構
築
に
向
け
た
検
討
課
題
│
伊
東
市
都
市
計
画
道
路

変
更
決
定
事
件
東
京
高
裁
判
決
を
素
材
と
し
て
│
」
日
本
都
市
計
画
学
会
都
市
計
画
論
文
集
四
三
巻
二
号
（
二
〇
〇
八
年
）
三
〇
頁
。

（
96
） 

川
崎
・
前
掲
注（
95
）三
一
頁
は
、
平
成
一
七
年
高
判
に
基
づ
い
て
、
主
張
立
証
責
任
の
枠
組
み
、
都
市
計
画
訴
訟
制
度
及
び
都
市
計
画
制
度
の

再
構
築
に
向
け
た
課
題
を
多
角
的
に
考
察
し
て
い
る
。

（
97
） 

安
本
・
前
掲
注（
18
）三
頁
。

（
98
） 

財
団
法
人
都
市
計
画
協
会
都
市
計
画
争
訟
研
究
会
・
前
掲
注（
86
）。

（
99
） 

財
団
法
人
都
市
計
画
協
会
都
市
計
画
争
訟
研
究
会
・
前
掲
注（
86
）一
一
頁
。

（
100
） 

大
橋
洋
一
「
都
市
計
画
の
法
的
性
格
」
自
治
研
究
八
六
巻
八
号
（
二
〇
一
〇
年
）
一
二
頁
。

（
101
） 

国
土
交
通
省
都
市
・
地
域
整
備
局
都
市
計
画
課
『
人
口
減
少
社
会
に
対
応
し
た
都
市
計
画
争
訟
の
あ
り
方
に
関
す
る
調
査
業
務
報
告
書
』

（
二
〇
〇
九
年
）。

（
102
） 

項
目
と
し
て
は
、
以
下
の
八
項
目
に
重
点
を
置
い
て
検
証
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
審
査
庁
、
②
不
服
申
立
適
格
、
③
不
服
申
立
期
間
、
④

審
理
手
続
、
⑤
執
行
停
止
、
⑥
裁
決
の
内
容
、
⑦
裁
決
の
効
力
、
及
び
⑧
裁
決
取
消
判
決
の
効
力
で
あ
る
。

（
五
五
三
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
）

一
八
六

（
103
） 

国
土
交
通
省
都
市
・
地
域
整
備
局
都
市
計
画
課
・
前
掲
注（
101
）一
二
頁
。

（
104
） 

日
本
弁
護
士
連
合
会
『
行
政
事
件
訴
訟
法
第
二
次
改
正
法
案
』（https://w

w
w
.nichibenren.or.jp/library/ja/opinion/report/

data/2012/opinion_120615_2.pdf

）。

（
105
） 
高
橋
滋
編
『
改
正
行
訴
法
の
施
行
状
況
の
検
証
』（
商
事
法
務
、
二
〇
一
三
年
）。

（
106
） 

高
橋
・
前
掲
注（
105
）四
六
六
頁
。

（
107
） 

高
橋
・
前
掲
注（
105
）四
七
七
頁
。

（
108
） 

大
橋
・
前
掲
注（
100
）一
三
頁
。

（
109
） 

大
橋
・
前
掲
注（
77
）一
三
頁
、
財
団
法
人
都
市
計
画
協
会
都
市
計
画
争
訟
研
究
会
・
前
掲
注（
86
）一
三
頁
、
国
土
交
通
省
都
市
・
地
域
整
備
局

都
市
計
画
課
・
前
掲
注（
101
）三
頁
。

（
110
） 

「
行
政
事
件
訴
訟
法
改
正
五
年
後
見
直
し
の
課
題
（
行
政
法
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
│
第
二
次
行
政
訴
訟
制
度
改
革
の
必
要
性
⑷
・
完
）」
自
治
研
究

八
六
巻
一
〇
号
（
二
〇
一
〇
年
）
二
五
頁
の
大
橋
洋
一
発
言
で
は
「
司
法
研
修
所
で
都
市
計
画
訴
訟
に
つ
い
て
話
す
機
会
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
の

と
き
に
、
あ
る
裁
判
官
の
方
が
、
裁
決
主
義
モ
デ
ル
に
高
い
評
価
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
理
由
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
い

い
ま
す
と
、
こ
の
モ
デ
ル
に
よ
れ
ば
、
行
政
過
程
の
と
こ
ろ
で
論
点
整
理
が
さ
れ
て
裁
判
所
に
来
る
と
い
う
点
で
す
」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
他
の

訴
訟
類
型
に
な
い
裁
決
主
義
モ
デ
ル
の
長
所
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

（
111
） 

見
上
・
前
掲
注（
30
）六
五
頁
。

（
112
） 

田
村
達
之
「
行
政
計
画
の
処
分
性
に
関
す
る
一
考
察
│
市
町
村
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
を
素
材
と
し
て
│
」
磯
野
弥
生
ほ
か
編
『
現
代
行
政

訴
訟
の
到
達
点
と
展
望
（
宮
崎
良
夫
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
）』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
四
年
）
一
六
二
頁
。

（
113
） 

安
本
・
前
掲
注（
18
）五
六
頁
。

（
114
） 

安
本
・
前
掲
注（
18
）五
七
頁
。

（
115
） 

計
画
策
定
手
続
に
関
連
し
て
、
行
政
に
か
か
る
基
本
的
な
計
画
を
地
方
自
治
法
九
六
条
二
項
に
基
づ
き
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
と
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
透
明
性
の
高
い
行
政
を
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
条
例
を
制
定
し
て
い
る
県
も
あ
る
（
宇
賀
・
前
掲
注（
35
）三
一
二

（
五
五
四
）



行
政
計
画
の
統
制
に
関
す
る
問
題
点
の
省
察
（
長
谷
川
）

一
八
七

頁
）。

（
116
） 

宇
賀
・
前
掲
注（
35
）三
〇
二
頁
。

（
117
） 
外
務
省
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
平
成
三
〇
年
六
月
二
九
日
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
開
設
）

（https://w
w
w
.m
ofa.go.jp/m

ofaj/gaiko/oda/sdgs/index.htm
l

）。

（
118
） 

環
境
省
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（https://w

w
w
.env.go.jp/press/105414.htm

l

）。

（
五
五
五
）
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